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ま ち の 風 景

　
国
民
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
「
秋
田
わ
か
杉

国
体
」
。
先
陣
を
切
っ
て
、
冬
季
国
体
が

開
幕
し
、
本
市
で
は
初
の
冬
季
種
目
「
バ

イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
」
が
鳥
海
町
猿
倉
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
を
待
ち
か
ね
て

い
た
よ
う
に
激
し
く
雪
が
降
る
中
、
地
元

で
の
開
催
に
発
奮
し
た
本
県
選
手
が
リ
レ

ー
二
種
目
を
制
覇
。
集
ま
っ
た
二
千
人
を

超
え
る
観
衆
が
、
地
元
選
手
の
大
活
躍
に

喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。 

　
秋
に
は
い
よ
い
よ
本
大
会
。
市
で
は
十

競
技
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
域
を
挙
げ
て

取
り
組
み
、
大
い
に
盛
り
上
げ
、
思
い
出

に
残
る
国
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。 
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春の訪れを告げる福寿草
　昨年の暮れ、本荘地区の50代の男性から、

種子から育てた200株の福寿草を「市民の

憩いの場所に植えてください」と届けられ

ました。市では早速、本荘公園前広場の花壇

などに移植。春になって暖かい日差しの中、

表土を盛り上げて伸びた芽がピョコ、ピョコ

と顔を出して、黄色い可憐な花を開かせ始

めました。福を招き縁起が良いと喜ばれる

福寿草の花が一つ、また一つ……。

フク  ジュ  ソウ

かれん
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　春の足音が聞こえてきました。地域の小・中学校を卒

業し、新しい学び舎での生活をスタートさせる人も多い

ことでしょう。

　４月から、市では矢島中高連携に向けた校舎建設など

に着手。また、県立由利高校の共学化もスタートします。

　高校入学を控えた皆さんはもちろん、地域に広く知っ

ていただきたく、こうした動向をお知らせし、併せて地

域を担う人材をはぐくむ本荘由利の各高校から、学校の

目標や取り組みを紹介していただきます。　　（順不同）

　
新
し
い
矢
島
中
学
校
の
校
舎
建
設
な
ど
、

い
よ
い
よ
新
年
度
か
ら
、
矢
島
中
高
連
携
に

向
け
た
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

　
中
高
一
貫（
連
携
）教
育
に
は
、
次
の
三
つ

の
形
態
が
あ
り
ま
す
。
①
一
つ
の
学
校
で
一

体
的
に
中
高
一
貫
教
育
を
実
施
す
る
も
の
、

②
入
学
者
選
抜
を
行
わ
な
い
、
併
設
型
の
中

学
・
高
校
、
③
連
携
型
と
し
て
、
既
存
の
市

町
村
立
中
学
校
と
都
道
府
県
立
高
等
学
校
が

教
育
課
程
の
編
成
や
交
流
な
ど
の
面
で
連
携

を
深
め
る
形
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。 

　
矢
島
地
域
で
実
施
す
る
の
は
三
番
目
の
連

携
型
に
近
い
も
の
で
す
が
、
市
立
中
学
校
と

県
立
高
校
が
一
つ
の
建
物
の
中
で
、
施
設
を

共
有
す
る
計
画
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
珍
し

い
ケ
ー
ス
で
す
。
矢
島
中
、
矢
島
高
と
も
に

普
通
教
室
は
各
学
年
そ
れ
ぞ
れ
に
必
要
だ
と

し
て
も
、
美
術
室
、
理
科
室
、
音
楽
室
な
ど

は
、
授
業
時
間
を
調
整
し
共
用
と
す
る
こ
と

で
、
効
率
の
よ
い
利
用
が
図
ら
れ
ま
す
し
、

建
設
費
の
節
減
に
も
な
り
ま
す
。 

   

　
連
携
型
に
よ
る
教
科
指
導
の
充
実
も
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
中
学
校
で
は
、
生
徒
数
・

ク
ラ
ス
数
の
減
少
か
ら
、
必
ず
し
も
専
門
免

許
を
持
つ
先
生
が
配
置
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
高
校
の
指
導
協
力
を
得
、
中
学
校

で
の
専
門
教
科
の
充
実
を
図
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。 

　
矢
島
で
行
う
中
高
連
携
の
取
り
組
み
で
は
、

中
学
校
の
先
生
と
高
校
の
先
生
の
相
互
交
流

に
よ
る
学
習
指
導
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

中
学
校
の
段
階
で
、
高
校
の
免
許
を
有
す
る

先
生
か
ら
高
い
レ
ベ
ル
の
指
導
を
受
け
ら
れ

る
こ
と
で
、
学
習
意
欲
の
向
上
も
期
待
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
学
校
行
事
や
部
活
動
を
中

高
合
同
で
行
い
、
活
性
化
を
図
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
学
習
機
会
に
限
ら
ず
ク
ラ
ブ

活
動
に
お
い
て
も
教
員
が
相
互
に
学
校
で
指

導
で
き
れ
ば
、
不
足
分
の
解
消
と
学
校
生
活

の
幅
が
広
が
り
ま
す
。 

   

　
た
だ
し
、
財
政
や
教
育
内
容
な
ど
の
点
で

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
半
面
、
中
学
生
と
高
校
生

の
距
離
が
近
く
な
る
た
め
に
、
中
学
生
が
枠

組
み
を
意
識
し
な
く
な
っ
た
り
は
し
な
い
か

と
い
う
点
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。 

　
こ
の
こ
と
は
中
高
連
携
校
な
ら
ど
こ
で
も

言
え
る
こ
と
で
、
こ
う
し
た
点
は
学
校
が
公

開
授
業
な
ど
で
地
域
と
交
流
、
開
か
れ
た
学

校
と
す
る
こ
と
で
ガ
ー
ド
す
る
作
用
が
期
待

で
き
ま
す
。
中
学
生
は
中
学
生
ら
し
く
、
高

校
生
は
中
学
生
の
手
本
と
な
る
行
動
を
心
が

け
、
相
互
に
意
識
を
高
め
合
う
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
に
意
義
あ
る
学
校
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
え
ま
す
。
平
成
十
六
年
に
開

校
し
た
、
中
高
一
貫
校
の
横
手
清
陵
学
院
中

学
・
高
校
で
も
、
同
様
の
効
果
が
認
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
矢
島
中
高
連
携
の
場
合
は
、
中
学
か
ら
高

校
へ
ス
ト
レ
ー
ト
に
つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
が
進
学
す
る
高

校
は
、
あ
く
ま
で
も
個
人
の
選
択
あ
り
、
現

在
の
高
校
入
試
と
同
じ
よ
う
に
受
験
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
専
門
的
な
教
科
で
は
、

高
校
に
つ
な
が
る
質
の
深
ま
り
を
得
つ
つ
、

希
望
す
る
進
学
先
を
め
ざ
し
、
中
学
校
で
勉

強
や
ス
ポ
ー
ツ
に
励
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

      

　
こ
の
四
月
か
ら
男
女
共
学
校
に
な
る
県
立

由
利
高
校
。
県
立
女
子
高
校
の
共
学
化
は
五

十
九
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。 

　
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
同
校
で
は
、
昭

和
五
十
年
建
設
の
現
校
舎
の
隣
に
新
校
舎
を

建
設
中
。
現
在
、
柔
剣
道
場
や
野
球
場
、
更

衣
室
、
ト
イ
レ
な
ど
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま

す
。
七
月
に
完
成
予
定
で
、
夏
休
み
明
け
に

真
新
し
い
校
舎
へ
移
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
校
名
は
現
在
の
「
由
利
高
校
」
の
ま
ま
で

す
が
、
共
学
化
に
伴
い
、
校
章
、
校
歌
、
制

服
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
学
科
再
編
に
よ

り
理
数
科
と
国
際
科
各
一
ク
ラ
ス
を
新
設
。

普
通
科
三
ク
ラ
ス
と
合
わ
せ
、
現
在
と
同
規

模
の
一
学
年
五
ク
ラ
ス
と
な
り
ま
す
。 

　
男
子
生
徒
の
部
活
動
と
し
て
野
球
部
が
発

足
の
予
定
で
、
卓
球
や
テ
ニ
ス
な
ど
は
、
男

女
で
所
属
す
る
形
が
取
ら
れ
ま
す
。 

　
昨
年
八
月
に
は
体
験
入
学
が
行
わ
れ
、
本

市
や
に
か
ほ
市
か
ら
多
く
の
男
子
中
学
生
が

学
校
見
学
や
授
業
を
体
験
。
新
生
由
利
高
と

し
て
の
新
た
な
発
進
に
思
い
を
は
せ
、
希
望

に
満
ち
た
新
入
生
が
校
門
を
く
ぐ
る
日
も
間

近
で
す
。 

施
設
整
備
ス
タ
ー
ト 

矢
島
中
高
連
携
へ
事
業
が
本
格
化 

施
設
共
有
と
交
流
重
視
の
連
携
型
で 

県
立
由
利
高
校
が
共
学
化 

新
た
な
発
進
に
準
備
着
々

― 

学
科
を
再
編
、
新
校
舎
の
建
設
進
む 

教
科
指
導
の
充
実
も
メ
リ
ッ
ト
に 

中
高
が
互
い
に
意
識
を
高
め
て 

こ
の
こ
の
春
、
春
、 

高
校
生

高
校
生
に
な
る

に
な
る
君
た
ち
へ

た
ち
へ 

こ
の
春
、 

高
校
生
に
な
る
君
た
ち
へ 

新しい由利高校校舎の建設が進んでいます 

新
し
い
校
章
と
校
歌 写真：上／矢島高校 

中／由利高校 

！ 
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「
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
」
を
高
め
る
教
育
推
進�

�

　
由
利
高
校
は
、
女
子
校
と
し
て
八
十
有

余
年
の
歴
史
と
伝
統
を
築
い
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
男
女
共
学
校
と

し
て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。�

　
校
名
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
「
由
利
」

を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
将
来

と
も
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
を
高
め
る
教
育
に
力
を
注

ぐ
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
即
ち
、「
Ｙ
：
豊

か
な
知
性
、
Ｕ
：
美
し
い
心
、
Ｒ
：
凛
と

し
て
、
Ｉ
：
い
つ
ま
で
も
」
を
合
言
葉
に
、

よ
い
（
四
つ
の
「
い
」
：
か
し
こ
い
、
優

し
い
、
自
分
に
厳
し
い
、
た
く
ま
し
い
）

生
徒
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。�

�

　
大
学
合
格
、
部
活
動
で
も
活
躍�

�

　
昨
年
は
、
イ
ヌ
年
で
し
た
。
犬
の
鳴
き

声
の
よ
う
に
何
か
、
ワ
ン
ワ
ン
と
い
え
る

本
校
の
特
徴
は
な
い
か
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
本
校
で
初
め
て
国
際
教
養
大
学
に
合

格
し
た
生
徒
が
い
ま
し
た
。
本
校
に
と
っ

て
オ
ン
リ
ー
ワ
ン（
唯
一
）で
す
。
ま
た
、

水
泳
部
は
全
県
の
新
人
大
会
で
、
川
口
地

区
に
校
舎
が
移
転
し
て
か
ら
初
と
な
る
団

体
優
勝
を
遂
げ
ま
し
た
。
現
校
舎
で
は
フ

ァ
ー
ス
ト
ワ
ン（
初
）で
す
。
さ
ら
に
、
ボ

ー
ト
部
は
東
北
選
抜
大
会
で
ク
ォ
ド
ル
プ

ル
が
優
勝
と
い
う
こ
と
で
、
東
北
ナ
ン
バ

ー
ワ
ン
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ヌ
年
に

ふ
さ
わ
し
く
ワ
ン
ダ
フ
ル
な
活
躍
が
あ
り

ま
し
た
。�

�

　
８
月
に
韓
国
訪
問
、国
体
運
営
を
補
助�
�

　
四
月
か
ら
、
男
子
生
徒
も
入
学
し
、
新

し
く
男
女
共
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま�

す
。
入
学
式
で
は
、
新
調
し
た
校
旗
、
新

し
い
校
歌
で
新
入
生
を
迎
え
ま
す
。�

　
新
校
舎
は
、
今
、
現
校
舎
の
北
側
に
建�

������

築
中
で
、完
成
は
今
年
七
月
で
す
。夏
休
み

中
に
引
っ
越
し
を
行
い
、
八
月
か
ら
、
生

徒
は
新
校
舎
で
授
業
が
で
き
ま
す
。�

　
昨
年
十
二
月
に
、
韓
国
の
大
平
高
校
と

姉
妹
校
に
な
り
ま
し
た
。
八
月
に
は
約
三

十
人
の
生
徒
が
韓
国
を
訪
問
し
、
大
平
高

校
と
交
流
を
深
め
ま
す
。�

　
九
、
十
月
に
行
わ
れ
る
「
秋
田
わ
か
杉

国
体
」
の
際
に
は
、
地
元
で
開
催
さ�

れ
る
各
競
技
会
場
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ�

ア
と
し
て
運
営
補
助
に
当
た
り
ま
す
。�
�

　
「
理
数
科
、
国
際
科
」
を
新
設�

�

　
本
校
は
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
普�

通
科
の
ほ
か
に
、
理
数
科
や
国
際
科�

が
新
設
さ
れ
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
学�

科
が
ど
ち
ら
も
あ
る
の
は
県
内
で
本�

校
だ
け
で
す
。�

　
実
際
に
、
こ
の
学
科
で
授
業
が
開�

始
さ
れ
る
の
は
平
成
二
十
年
度
か
ら�

で
す
。
「
み
ん
な
の
登
校
日
」
に
は
、�

こ
れ
ら
の
学
科
で
ど
ん
な
授
業
を
行�

っ
て
い
る
の
か
公
開
し
ま
す
。
ぜ
ひ�

お
い
で
の
上
、
ご
参
観
い
た
だ
き
た�

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

矢
島
高
校�

由
利
高
校�

　
「
進
路
に
強
い
学
校
」
を
目
指
し
て�

�
　
矢
島
高
校
で
は
、
進
路（
就
職
・
進
学
）

に
強
い
学
校
を
目
指
し
、
あ
い
さ
つ
・
マ

ナ
ー
を
基
本
と
し
た
、
社
会
人
と
し
て
の

資
質
を
備
え
た
生
徒
の
育
成
に
努
め
て
い

き
ま
す
。�

　
ま
た
、
広
範
な
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
指
導
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

�

　
創
立
八
十
周
年
の
佳
節
を
祝
っ
て�

�

　
昨
年
は
創
立
八
十
周
年
の
記
念
行
事
と

し
て
五
月
に
県
南
の
雄
・
横
手
高
校
硬
式

野
球
部
を
迎
え
て
の
招
待
試
合
、
六
月
に

は
日
本
一
の
能
代
工
業
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
を
招
待
し
て
の
試
合
・
ク
リ
ニ

ッ
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。
ハ
イ
レ
ベ
ル
の

試
合
を
観
戦
し
、
応
援
し
た
生
徒
や
居
合

わ
せ
た
人
た
ち
全
員
が
大
き
な
感
動
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
そ
の
後
の
各

種
部
活
動
の
大
会
で
活
躍
す
る
原
動
力
と

な
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
十
月
に
は
記
念
式
典
・
講
演
会

を
行
い
、
地
域
か
ら
期
待
を
寄
せ
ら
れ
る

規
模
は
小
さ
く
と
も
「
き
ら
り
と
光
る
学

校
」
に
な
る
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。�

�

　
ネ
パ
ー
ル
で
研
修
、
見
聞
広
め
る�

�

　
ネ
パ
ー
ル
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
を

始
め
て
か
ら
、
本
年
度
で
六
回
を
数
え
ま

す
。
研
修
生
た
ち
は
「
貧
し
く
と
も
一
生

懸
命
働
い
て
生
き
る
人
の
姿
、
命
の
大
切

さ
を
学
ん
だ
」
な
ど
、
現
地
で
見
聞
を
広

め
、
多
く
の
こ
と
を
吸
収
し
ま
し
た
。�

�

　
「
矢
島
中
高
連
携
校
」
を
見
据
え
て�

�

　
二
年
後
の
平
成
二
十
一
年
度
に
「
矢
島

中
高
連
携
校
」
が
開
校
し
、
制
服
も
変
わ

り
ま
す
。
本
年
度
は
部
活
動
の
合
同
練
習

や
休
業
中
の
中
学
校
補
習
支
援
と
し
て
、

夏
季
講
習
に
本
校
職
員
が
参
加�

し
、
当
面
の
入
試
や
高
校
で
の�

学
習
の
基
本
に
つ
い
て
指
導
し�

ま
し
た
。
中
高
一
貫
校
の
良
い�

と
こ
ろ
を
積
極
的
に
取
り
入
れ�

て
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え�

て
い
ま
す
。�

　
連
携
の
支
柱
と
な
る
地
域
学�

「
鳥
海
総
合
」
初
年
度
は
、
理�

科
を
中
心
と
す
る
も
の
で
、
自�

然
環
境
分
野
の
学
習
が
始
ま
り�

ま
し
た
。
次
年
度
は
歴
史
・
地�

理
分
野
が
加
わ
り
、
よ
り
地
域�

に
密
着
し
た
活
動
を
進
め
ま
す
。�

��
中
高
連
携
を
見
据
え
た
授
業
や
部
活
動
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す�

校舎正面�

将
来
と
も
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
を
高
め
る
教
育
を
推
進�

７
月
ま
で
は
現
校
舎
で�

・
・
・
・�

デ
ピ
ョ
ン�

・
・�

・
・�

・
・�

・
・�

□県立矢島高等学校　創立／大正15年　校訓／不憤不啓　校長／船木賢咲　生徒数／267人�□県立由利高等学校　創立／大正9年　校訓／真実為原　校長／三浦昌弘　生徒数／656人�
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よ
り
高
い
ス
テ
ー
ジ
へ
、
最
大
の
努
力�

�
　
本
荘
高
校
の
校
標
は
、
「
右
文
尚
武
」

「
質
実
剛
健
」
「
玲
瓏
同
気
」
で
あ
り
、

「
民
主
社
会
を
形
成
す
る
者
と
し
て
の
自

覚
に
基
づ
き
、
人
格
の
完
成
と
真
理
の
探

究
に
努
め
る
心
身
と
も
に
健
全
な
生
徒
を

育
成
す
る
」
と
い
う
教
育
目
標
の
下
、
生

徒
、
教
職
員
そ
れ
ぞ
れ
が
よ
り
高
い
目
標

を
掲
げ
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
最
大
限

の
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。�

�

　
県
内
初
の「
進
学
重
視
型
単
位
制
」実
施�

�

　
平
成
十
三
年
度
か
ら
二
学
期
制
を
、
平

成
十
六
年
度
か
ら
四
十
五
分
授
業
・
七
コ

マ
を
行
い
、
授
業
時
数
の
確
保
を
図
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
授
業
か
ら
部
活
動
、

家
庭
学
習
に
至
る
生
活
サ
イ
ク
ル
を
確
立

す
る
と
と
も
に
、
学
力
の
向
上
と
部
活
動

の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。�

　
特
に
本
年
度
か
ら
は
、
県
内
初
の
「
進

学
重
視
型
単
位
制
高
校
」
と
し
て
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
中
で
す
。
選
択
科
目
、

学
校
設
定
科
目
を
大
幅
に
増
や
し
、
一
人

一
人
の
進
路
指
導
に
柔
軟
に
対
応
す
べ
く

努
め
て
い
ま
す
。
文
系
で
六
パ
タ
ー
ン
、

理
系
で
五
パ
タ
ー
ン
を
想
定
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
受
験
パ
タ
ー
ン
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
、

よ
り
的
確
な
教
育
課
程
の
編
成
に
当
た
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

�

　
ミ
ネ
ハ
ハ
ア
カ
デ
ミ
ー
校
と
国
際
交
流�

�

　
本
校
で
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ミ
ネ
ソ

タ
州
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
市
の
ミ
ネ
ハ
ハ
ア
カ

デ
ミ
ー
校
と
姉
妹
校
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

創
立
百
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

平
成
十
四
年
度
に
提
携
を
結
び
、
相
互
訪

問
な
ど
に
よ
り
国
際
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
生
徒
六
人
、
教
師
三
人
が

来
校
し
、
交
流
し
ま
し
た
。
来
年
度
以
降

も
継
続
し
ま
す
。�

�

　
野
球
部
、
ボ
ー
ト
部
な
ど
が
大
活
躍�

�
　
本
年
度
は
、
硬
式
野
球
部
の
十
八
年
ぶ

り
三
回
目
の
甲
子
園
出
場
を
は
じ
め
と
し

て
、
ボ
ー
ト
部
女
子
の
選
抜
大
会
・
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
の
準
優
勝
、
国
体
で
の
カ
ヌ

ー
優
勝
な
ど
、
近
年
に
な
く
大
き
な
成
果

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

文
芸
部
や
放
送
部
の
全
国
大
会
出
場�

な
ど
、
文
化
部
の
活
躍
も
め
ざ
ま
し�

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。�

　
さ
ら
に
、
今
年
は
本
校
同
窓
会
の�

創
設
百
周
年
と
い
う
記
念
の
年
で
す
。�

県
内
最
古
、
初
の
百
周
年
を
迎
え
る�

同
窓
会
と
し
て
、
十
一
月
十
日
に
式�

典
と
祝
賀
会
を
予
定
し
て
お
り
、
地�

域
の
中
で
歴
史
を
重
ね
て
来
ら
れ
た�

こ
と
を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
六
月
と
十
月
の
年
二
回
、
「
み
ん�

な
の
登
校
日
」
事
業
で
学
校
を
開
放�

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に
、
フ�

リ
ー
参
観
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。�

本
荘
高
校�

　
社
会
に
認
め
ら
れ
る
職
業
人
の
育
成�

�

　
由
利
工
業
高
校
で
は
自
律
の
精
神
に
基

づ
く
全
人
教
育
を
目
指
し
、
時
代
に
即
応

す
る
工
業
技
術
者
の
育
成
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
誠
実
な
言
動
や

あ
い
さ
つ
・
学
習
態
度
・
マ
ナ
ー
・
整
容

に
関
す
る
啓
発
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・

職
場
見
学
な
ど
を
通
し
て
の
職
業
観
の
育

成
、
資
格
取
得
・
技
能
検
定
の
推
進
、
各

部
・
委
員
会
活
動
の
一
層
の
振
興
に
よ
り
、

学
校
全
体
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

多
様
な
経
験
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。�

�

　
地
域
と
の
共
生
、国
際
交
流
も
推
進�

�

　
本
校
で
は
、
「
学
校
の
特
性
を
生
か
し

た
地
域
と
の
共
生
」
を
テ
ー
マ
に
、
生
徒

が
授
業
で
学
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
技
能
や
資

格
を
地
域
に
還
元
す
る
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
地
域
の
小
・
中
学
生
を
対
象

と
し
て
、
夏
休
み
に
「
ふ
れ
あ
い
体
験
学

習
」
を
実
施
。
本
校
生
徒
が
「
に
わ
か
教

師
」
と
な
り
、
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
実

験
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
木
材

加
工
に
関
す
る
知
識
を
生
か
し
て
「
積
み

木
」
を
作
り
、
近
く
の
石
脇
西
保
育
園
に

寄
贈
し
た
縁
で
の
交
流
も
進
ん
で
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
本
校
で
は
進
路
意
識
と
職
業
観

を
持
た
せ
る
た
め
に
資
格
取
得
を
奨
励
し

て
お
り
、
取
得
し
た
第
二
種
電
気
工
事
士

の
資
格
を
生
か
し
、
生
徒
た
ち
が
市
内
の

高
齢
者
世
帯
と
石
脇
地
区
の
保
育
園
を
訪

問
し
、
電
気
設
備
の
安
全
点
検
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
の
向
上
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は
韓
国
ソ
ウ
ル
市

江
西
工
業
高
校
と
交
流
。
今
後
は
、
専
門

学
科
や
ス
ポ
ー
ツ
面
で
の
交
流
も
視
野
に

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。�

������

　
次
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
研
究�

�

　
今
年
度
、
文
部
科
学
省
か
ら
「
原
子

力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
教
育
支
援
事

業
」
の
指
定
を
受
け
、
「
も
の
づ
く
り
を

中
心
と
し
た
次
世
代
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
教

育
推
進
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
に
関
す
る
調
査
、
研
究
な
ど
に
取
り
組

み
、
大
学
や
企
業
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
で
の
発
表
会
や
出
前
講
座
の
実

施
な
ど
に
よ
る
積
極
的
な
公
開
に
努
め
ま

す
。�
�

　
資
格
取
得
と
部
活
動
で
活
躍�

�

　
今
年
度
、
第
二
種
電
気
工
事
士
全
国
高

校
合
格
者
ラ
ン
キ
ン
グ
で
見
事
第
二
十
位

に
入
り
ま
し
た
。
合
格
者
は
八
十
人
（
全

国
約
六
百
校
中
）
。
ま
た
、
第
一
種
電
気

工
事
士
の
合
格
者
は
四
人
で
大
健
闘
し
ま

し
た
。�

　
さ
ら
に
、
漕
艇
部
の
東
北
大
会
で
の
優

勝
、
卓
球
部
や
水
泳
部
の
全
県
総
体
優
勝
、

マ
イ
コ
ン
カ
ー
ラ
リ
ー
北
東
北
大
会
優
勝
、

ロ
ボ
ッ
ト
研
究
部
十
四
年
連
続
全
国
大
会

出
場
な
ど
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。
　�

�

由
利
工
業
高
校� 「

進
学
重
視
型
単
位
制
高
校
」と
し
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
中�

794人が学ぶ校舎�校門から見る校舎�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
安
全
点
検�

甲
子
園
出
場
の
も
と
と
な
っ
た
室
内
練
習
場�

積
み
木
で「
ふ
れ
あ
い
交
流
」�

カ
ン
ソ�

□県立由利工業高等学校　創立／昭和37年　校訓／自律・創造・誠実　校長／高橋行二　生徒数／572人� □県立本荘高等学校　創立／明治35年　校訓／右文尚武、質実剛健、玲瓏同気　校長／熊谷　均　生徒数／794人�
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ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
講
義
を
三
回
開
催�

�
　
西
目
高
校
の
総
合
学
科
に
は
「
文
理
、

農
業
科
学
、
土
木
、
ビ
ジ
ネ
ス
会
計
、
教

養
文
化
」
と
い
う
五
つ
の
系
列
が
あ
り
ま

す
。
系
列
は
「
科
」
で
は
な
く
、
あ
る
程

度
体
系
的
・
専
門
的
に
ま
と
ま
っ
た
学
習

が
で
き
る
よ
う
に
関
連
す
る
科
目
を
ま
と

め
、
科
目
群
と
し
た
も
の
で
す
。
複
数
の

系
列
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
、
広
い
視

野
を
培
っ
た
り
、
一
つ
の
系
列
で
徹
底
的

に
学
習
し
、
専
門
的
な
知
識
を
も
つ
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
っ
た
り
も
で
き
ま
す
。  

　
本
年
度
は
新
し
い
事
業
と
し
て
、
生
徒

の
知
的
好
奇
心
を
喚
起
し
、
学
習
意
欲
の

向
上
を
図
る
目
的
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
講

義
を
三
回
開
講
し
ま
し
た
。
①
「
発
生
学

を
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
応
用
す
る
」

（
講
師
／
県
立
大
学
生
物
資
源
科
学
部
・

小
林
正
之
准
教
授
）、②
「
生
物
に
学
ぶ
機

械
（
ロ
ボ
ッ
ト
・
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
）
」

（
講
師
／
県
立
大
学
シ
ス
テ
ム
科
学
技
術

学
部
・
嵯
峨
宣
彦
准
教
授
）
、
③
「
南
極

観
測
か
ら
見
え
て
く
る
地
球
・
環
境
・
人

間
」
（
講
師
／
秋
田
大
学
工
学
資
源
学

部
・
坂
中
伸
也
理
学
博
士
）
の
テ
ー
マ
で

学
び
を
深
め
ま
し
た
。�

�

　
地
域
の
協
力
を
得
て
、マ
ツ
を
植
樹�

�

　
近
年
、
旧
西
目
町
の
木
で
あ
る
黒
松
が

松
く
い
虫
の
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
う

っ
そ
う
と
茂
っ
て
い
た
本
校
の
松
林
も
ま

た
見
る
影
が
な
く
な
っ
て
お
り
、
松
林
の

再
生
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓
会
、
そ
し
て
地
域

の
強
い
願
い
で
す
。
そ
こ
で
平
成
十
五
年

度
か
ら
「
学
校
花
ま
る
っ
プ
ラ
ン
」
の
事

業
と
し
て
松
の
植
樹
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
地
域
の
方
々
（
西
目
幼
稚
園
、

グ
ラ
ン
ド
フ
ァ
ミ
リ
ー
西
目
）
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。
今

後
も
環
境
問
題
や
緑
化
推
進
へ
の
関
心
を

深
め
、
郷
土
愛
を
育
む
た
め
、
植
樹
を
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

�

　
県
高
校
産
業
教
育
フ
ェ
ア
で
優
秀
賞�

�
　
昨
年
、
県
高
校
産
業
教
育
フ
ェ
ア
研
究

部
門
で
、
「
ハ
ー
ブ
に
関
す
る
抗
菌
作
用

の
研
究
」
が
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

農
業
系
列
の
生
徒
八
人
が
、
専
門
の
授
業

や
新
志
芽
学
（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）
、

放
課
後
の
研
究
活
動
を
ま
と
め
た
も
の
で
、

そ
の
成
果
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。�

�

　
全
国
高
校
選
抜
大
会
出
場
へ�

�

　
弓
道
部
と
ボ
ク
シ
ン
グ
部
が
、
今
月
行

わ
れ
る
全
国
選
抜
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

選
手
は
「
全
国
の
レ
ベ
ル
は
高
く
、
東
北

と
は
比
較
に
な
ら
な
い
。
練
習
で
技
術
と

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン（
気
力
）を
高
め
、
成
長

し
た
西
目
の
弓
道
を
披
露
し
た
い
」
「
国

体
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
自
分
の
力
を
出

し
き
り
、
一
戦
で
も
多
く
勝
て
る
よ
う
に

頑
張
る
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。
応

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

�

西
目
高
校�

仁
賀
保
高
校�

　
創
立
　
年
目
、
青
年
期
を
迎
え�

�

　
仁
賀
保
高
校
は
今
年
、
学
校
創
立
三
十

周
年
を
迎
え
た
若
々
し
い
青
年
期
の
高
等

学
校
で
す
。
「
自
立
・
克
己
・
友
愛
」
を
校

訓
に
し
て
、
生
徒
と
教
職
員
と
が
信
頼
関

係
を
深
め
、
生
徒
一
人
一
人
を
心
豊
か
に

育
み
、
個
性
と
能
力
を
伸
ば
す
こ
と
を
教

育
目
標
に
、
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
　 �

�

　
そ
の
校
訓
や
教
育
目
標
を
具
体
的
に
し

た
行
事
が
「
全
校
鳥
海
登
山
」
で
す
。
全

校
生
徒
と
職
員
が
協
力
し
合
い
、
地
域
の

方
々
か
ら
の
援
助
の
下
、
一
斉
に
霊
峰
鳥

海
山
に
登
る
と
い
う
伝
統
行
事
で
、
全
国

の
高
校
の
中
、
本
校
が
唯
一
で
あ
る
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。�

�

　
新
た
な
栄
光
の
軌
跡
を
刻
ん
で�

�

　
部
活
動
は
吹
奏
楽
部
、
山
岳
部
と
い
っ

た
文
化
部
、
運
動
部
の
両
方
で
学
校
創
立

十
年
の
間
に
全
国
最
高
賞
を
獲
得
す
る
と

い
う
、
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
的
に
も
類

を
見
な
い
輝
か
し
い
歴
史
を
持
っ
て
い
ま

す
。�

　
今
年
は
美
術
部
、
文
芸
部
が
県
代
表
と

し
て
全
国
大
会
へ
出
品
、
全
県
普
通
高
校

簿
記
実
務
競
技
大
会
で
団
体
優
勝
を
獲
得

す
る
な
ど
、
新
た
な
栄
光
の
軌
跡
を
刻
み

続
け
て
い
ま
す
。�

�

　
専
門
性
磨
く
、｢

情
報
メ
デ
ィ
ア
科｣�

�

　
ま
た
、
本
校
は
東
北
・
北
海
道
地
区
で

唯
一（
全
国
で
も
十
四
校
）の
「
情
報
メ
デ

ィ
ア
科
」
を
設
置
し
て
い
る
学
校
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
技
術
者
、
Ｃ
Ｇ
・
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
い
っ
た
情
報
産

業
分
野
で
の
人
材
を
育
成
す
る
、
情
報
の

専
門
学
科
で
す
。
在
学
中
の
三
年
間
、
一�

人
に
一
台
貸
し
出
さ
れ
る
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ�

������

ン
を
活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
技
能
を
高
め

て
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
の
就
職
率
を
高
め
て
い

ま
す
。�

�

　
　
周
年
記
念
行
事
、盛
大
に
開
催�

�

　
平
成
十
九
年
度
の
最
大
の
行
事
は
学
校

創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
で
、
平
成
十
九

年
十
月
二
十
日
（
土
）
本
校
体
育
館
で
挙

行
し
ま
す
。
そ
の
関
連
記
念
行
事
と
し
て
、

県
内
外
、
国
内
外
で
活
躍
す
る
卒
業
生
を

お
迎
え
し
て
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
招
待
試
合
、

伝
統
と
実
績
の
あ
る
県
立
新
屋
高
等
学
校

吹
奏
楽
部
に
よ
る
招
待
演
奏
会�

な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ�

れ
ら
は
一
般
の
方
へ
も
ご
案
内�

の
予
定
で
す
。�

　
今
、
秋
田
を
元
気
に
し
て
い�

る
「
超
神
ネ
イ
ガ
ー
」
の
生
み�

の
親
、
海
老
名
保
さ
ん
は
本
校�

九
期
卒
業
の
大
先
輩
で
す
。
仁�

賀
保
高
校
も
ネ
イ
ガ
ー
と
同
じ�

く
故
郷
を
愛
し
、
正
義
を
大
切�

に
す
る
存
在
で
あ
り
続
け
ま
す�

の
で
ご
注
目
く
だ
さ
い
。�

�

30

３０�

じ  

り
つ
　 

こ
っ  

き
　
　
ゆ
う
あ
い�

科
目
「
国
際
事
情
」
の
授
業
で�

一
人
一
台
、ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
活
用�

伝
統
行
事「
全
校
鳥
海
登
山
」�

西
目
幼
稚
園
児
を
招
待
し
た
運
動
会�

本校校舎と�
校訓の刻まれた石碑�

校舎正面�

□県立西目高等学校　創立／昭和17年　校訓／自彊不息　校長／貴俵文男　生徒数／470人�□県立仁賀保高等学校　創立／昭和52年　校訓／自立・克己・友愛　校長／小野一巳　生徒数／458人�



自己負担金 
の支払い 請求書の 

審査・報告 
診療 

　
左
記
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、

十
四
日
以
内
に
届
け
ま
し
ょ
う
。
保
険
証

は
一
人
に
一
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。 

　
会
社
を
辞
め
た
場
合
、
健
康
保
険
の
被

保
険
者
期
間
が
二
カ
月
以
上
あ
る
人
は
、

申
請
に
よ
り
二
年
間
は
健
康
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
喪
失
後
二
十
日

以
内
に
会
社
ま
た
は
住
所
地
の
社
会
保
険

事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
会
社
や
役
所
な
ど
を
退
職
し
て
年
金
（
厚

生
年
金
な
ど
）
を
受
給
す
る
七
十
五
歳
未
満

の
人
と
、
そ
の
被
扶
養
者
は
「
退
職
者
医
療

制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
年
金
証
書
を
受
け
取
っ
た
ら
十
四
日

以
内
に
届
け
ま
し
ょ
う
。 

▼
対
象
者 

・
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人 

・
老
人
保
健
制
度
の
適
用
を
受
け
な
い
人 

・
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
年
金
な
ど
の
老
齢

　（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い
る
人
で
、
そ
の

　
加
入
期
間
が
二
十
年
以
上
、
も
し
く
は
四

　
十
歳
以
降
十
年
以
上
あ
る
人 

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の 

　
国
保
の
保
険
証
、
年
金
証
書
（
加
入
期
間

　
の
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
） 

　
保
険
税
は
、
皆
さ
ん
の
医
療
費
の

大
切
な
財
源
で
す
。
保
険
税
が
滞
納

さ
れ
る
と
、
国
保
の
支
え
合
い
の
仕

組
み
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
納
付
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

　
平
成
十
七
年
度
由
利
本
荘
市
国
民
健
康

保
険
と
老
人
保
健
（
注
参
照
）
を
合
わ
せ

た
医
療
費
は
、
約
百
八
十
億
五
千
万
円
で

前
年
度
に
比
べ
て
約
一
・
二
％
、
約
二
億

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
つ
の
病
気
で
複
数
の
病
院
に
か
か
る

重
複
受
診
は
、
同
じ
検
査
を
何
回
も
受
け

た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
薬
を
投
与
す
る
こ
と

に
な
り
、
治
療
ど
こ
ろ
か
逆
効
果
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
分
だ
け

医
療
費
が
か
か
り
、
自
己
負
担
だ
け
で
な

く
、
国
保
の
負
担
も
増
え
ま
す
。
こ
う
し

た
積
み
重
ね
が
国
保
全
体
の
医
療
費
の
増

加
を
招
き
、
結
局
は
保
険
税
の
値
上
げ
と

い
う
形
で
皆
さ
ん
が
負
担
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い

た
め
に
も
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
を
持
つ

な
ど
健
康
管
理
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

   

　
国
保
の
加
入
者
に
は
、
医
療
機
関
で
実

施
す
る
人
間
ド
ッ
ク
の
料
金
を
一
部
助
成

し
て
い
ま
す
。
健
康
維
持
の
た
め
に
は
健

康
診
断
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
積
極
的
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。 

１１ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００７ １０ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう １９ ３ １ 

国
民
健
康
保
険

■
加
入
・
脱
退
に
は
窓
口
で
の 

　
　
手
続
き
が
必
要
で
す 

■
国
保
医
療
費
等
の
推
移 

■
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う 

■
任
意
継
続
被
保
険
者
の
制
度 

■
退
職
者
医
療
制
度 

国
保
の
し
く
み
は
支
え
合
い

国
保
の
し
く
み
は
支
え
合
い

国
保
の
し
く
み
は
支
え
合
い

保険証は一人に１枚 

※健康保険を変更したときに、老人保健医療受給該当者、 
　福祉医療受給該当者がいる場合には、市役所に保険変更 
　の届け出をしてください。 

職場の健康保険を 
やめた時 
職場の健康保険の 
被扶養者から 
はずれた時 

職場の健康保険に 
加入した時 

●健康保険証や資格取得証明書 

●国保の保険証 

●国保高齢者受給者証 
　（該当者がいる場合） 

●健康保険資格喪失証明書 

●年金証書 
　（退職者医療制度に該当する場合） 

こんなとき 手続きに必要なもの 

職場の健康保険の 
被扶養者に 
なった時 

本
人
確
認
に
ご
協
力
を 

　
保
険
証
を
交
付
す
る
際
、

本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま

す
。
運
転
免
許
証
な
ど
、

顔
写
真
つ
き
の
官
公
署
発

行
の
証
明
書
を
お
持
ち
の

方
は
、
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

保険税 

医療費請求 

保険証交付 
由利本荘市 

医療機関 国保連合会 
（審査委員会） 

国保 
加入者 

国の 
補助 

医療費支払い 
国等の補助金と 
皆さんの保険税 
で支払います 

（
一・
二
％
増
） 

【注】老人保健…高齢者の医療費の自己負担額を軽く 
し、医療を受けやすくするための制度。対象は、７５歳 
以上（昭和７年９月３０日以前に生まれた人も含む）の人 
や一定の障害のある６５歳以上の人で自己負担額は所得 
に応じて３割または１割となる。 

（上位5種） 

※億未満四捨五入。（　）は前年度比。（①②とも市民生活課調べ） 

（億円） 

15 16 17 （年度） 平成 

160

100

50

0

41億 

17億 

117億 

175億 

43億 

19億 

116億 

178億 

43億 

22億 

（3.7％増） 

（16.1％増） 

（1.1％増） 

（12.6％増） 

（0.4％減） （0.7％減） 

（2.1％増） 
（1.2％増） 

115億 

180億 

老人保健 

国　保 
（退職者等） 

国　保 
（一　般） 

（万円） 

15 16 17 （年度） 平成 

20

40

60

80

0

老人保健 

国　保 
（一　般） 

国　保 
（退職者等） 

213,073

341,522

225,657

361,012

724,732
754,605

229,499

372,098

784,503

9～ 0 歳 
1
2
3
4
5

呼吸器系
皮膚疾患
消化器系

49.09％
19.57％
10.13％
9.08％
4.45％

感染症
眼疾患

1
2
3
4
5

呼吸器系
消化器系
皮膚疾患

34.70％
18.09％
12.50％
11.02％
6.58％

眼疾患
筋骨格系

19～ 10 歳 
1
2
3
4
5

消化器系
呼吸器系
皮膚疾患

24.56％
16.37％
9.79％
9.31％
8.67％

精神障害
眼疾患

29～ 20 歳 
1
2
3
4
5

消化器系
精神障害
呼吸器系

22.69％
18.61％
13.77％
8.17％
5.90％

皮膚疾患
神経系

39～ 30 歳 

1
2
3
4
5

消化器系
精神障害
循環器系

27.72％
11.72％
11.44％
9.02％
7.72％

呼吸器系
筋骨格系

49～ 40 歳 
1
2
3
4
5

循環器系
消化器系
筋骨格系

29.47％
20.43％
11.00％
9.57％
6.06％

内分泌
眼疾患

69～ 60 歳 
1
2
3
4
5

循環器系
消化器系
筋骨格系

34.11％
15.72％
12.90％
7.40％
7.19％

眼疾患
内分泌

79～ 70 歳 
1
2
3
4
5

消化器系
循環器系
筋骨格系

23.61％
23.17％
9.61％
8.93％
6.62％

内分泌
精神障害

59～ 50 歳 
1
2
3
4
5

循環器系
消化器系
筋骨格系

42.00％
11.80％
11.76％
7.33％
5.08％

眼疾患
内分泌

80歳以上 

1
2
3
4
5

循環器系
消化器系
筋骨格系

45.50％
10.85％
9.62％
6.21％
3.94％

眼系
内分泌

85歳以上 
1
2
3
4
5

循環器系
筋骨格系
消化器系

32.76％
14.13％
13.80％
7.62％
6.19％

内分泌
眼系

74～ 70 歳 
1
2
3
4
5

循環器系
消化器系
筋骨格系

28.65％
16.04％
9.19％
7.57％
6.12％

内分泌
尿路性系

69～ 65 歳 
1
2
3
4
5

循環器系
消化器系
筋骨格系

35.05％
13.22％
13.10％
7.68％
6.08％

眼系
内分泌

79～ 75 歳 
1
2
3
4
5

循環器系
筋骨格系
消化器系

38.24％
12.47％
11.00％
8.08％
5.39％

眼系
内分泌

84～ 80 歳 

※①②とも平成18年５月診療分（市民生活課調べ）



表① 自己負担限度額（月額） 

　
医
療
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
高
額
に
な

っ
た
と
き
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費

と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
７０
歳
未
満
と
７０
歳
以
上
の
人
で
は
、
自
己

負
担
限
度
額
や
計
算
方
法
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

▼
申
請
に
必
要
な
も
の 

・
国
保
の
保
険
証
・
印
鑑（
認
め
印
）・
医
療

費
の
領
収
書
・
世
帯
主
の
通
帳（
郵
便
局
以
外
） 

【
７０
歳
未
満
の
人
の
場
合
】 

平
成
１９
年
４
月
１
日
か
ら
７０
歳
未
満
の
高
額

療
養
費
の
支
給
方
法
が
一
部
変
わ
り
ま
す 

  

　
平
成
１９
年
４
月
１
日
か
ら
７０
歳
未
満
の
入

院
時
の
一
医
療
機
関
の
窓
口
で
の
支
払
い
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

の
提
示
に
よ
り
自
己
負
担
限
度
額
（
表
①
）
と

な
り
ま
す
。 

▼
自
己
負
担
額
の
計
算
方
法 

●
月
の
一
日
か
ら
末
日
ま
で
、
一
カ
月（
暦
月
）

　
ご
と
の
受
診
に
つ
い
て
計
算
し
ま
す
。 

●
同
じ
病
院
で
、
内
科
な
ど
と
歯
科
が
あ
る

　
場
合
、
歯
科
は
別
計
算
し
ま
す
。 

●
総
合
病
院
は
診
療
科
ご
と
に
計
算
し
ま
す 

●
一
つ
の
病
院
・
診
療
所
ご
と
に
計
算
し
ま
す 

●
一
つ
の
病
院
・
診
療
所
で
も
、
外
来
と
入

　
院
は
別
計
算
し
ま
す
。 

●
差
額
ベ
ッ
ド
料
・
食
事
代
な
ど
、
保
険
診

　
療
の
対
象
に
な
ら
な
い
も
の
は
除
き
ま
す
。 

１３ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００７ １２ 平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう １９ ３ １ 

国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
制
度

◎
７０
歳
未
満
の
人
が
入
院
し
た
と
き
の
窓
口 

　
で
の
医
療
費
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す 

所得区分 ３回目までの限度額
４回目以降の
限度額（※１）

一　　般
上位所得以外の
住民税課税世帯

　　　  80,100円

＋（総医療費－267,000円）×１％

　　   150,000円

＋（総医療費－500,000円）×１％
上位所得
（※２）

住民税非課税世帯

44,400円

83,400円

35,400円 24,600円

▼
 

高額療養費の支給方法の例 

！

入院時の総医療費が40万円かかった 
場合（所得区分：一般の場合） 

※１：過去１２カ月間に一つの世帯での支給が４回以上あった場合は、４回 
　　　目以降の限度額を超えた分が支給されます。 
※２：基礎控除後の総所得金額などが６００万円を超える世帯にあたります。 
　　　所得の申告をしていない人も上位所得者となります。 

（  　　　　　）

表② 自己負担限度額（月額） 

区　　分
外　　来

（個人ごと）
外  来  ＋  入  院
（世帯単位）

一　　般

　     　80,100円

＋（総医療費－267,000円）×１％現役並み所得者
（※１）

市民税

非課税

44,400円

12,000円 44,400円

24,600円

15,000円

44,400円

◆自己負担分～ 
　総医療費40万円×自己負担割合3割 

◆自己負担限度額～ 
　80,100円＋（40万円－267,000円）×1％ 

《平成19年3月まで》 申請が必要です！ 

《平成19年4月から》 負担が限度額までです！ 

◆窓口負担 ＝自己負担分の12万円 
◆高額療養費 
自己負担分12万円－限度額81,430円 

が申請により支給 

◆高額療養費 
自己負担額12万円－限度額81,430円 

◆窓口負担＝自己負担限度額の81,430円 
自己負担額（12万円）が自己負担額 
を超えているので、自己負担限度額 
まで支払い 

高額療養費の申請は必要ありません。 

◎
入
院
前
に
必
ず「
限
度
額
適
用
・ 

　
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の 

　
交
付
申
請 

を
忘
れ
ず
に 

●
高
額
療
養
費
の
限
度
額
は
所
得
に
よ
り

　
3
つ
の
区
分
に
分
か
れ
る
の
で
、
医
療

　
機
関
の
窓
口
で
そ
の
区
分
を
確
認
す
る

　
た
め
に
、「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　
認
定
証
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

（※４回目以降の場合は　　　　　）

I I

I

※１：現役並み所得者とは、同一世帯に一定所得（課税 
　　　所得が１４５万円）以上の７０歳以上の被保険者また 
　　　は老人保健で医療を受ける国保被保険者がいる人。 
　　　ただし、７０歳以上の国保被保険者および老人保健 
　　　で医療を受ける国保被保険者の収入の合計が、２人 
　　　以上の場合は５２０万円未満、１人の場合は、３８３万 
　　　円未満であると申請した場合は、「一般」の区分と 
　　　同様になり１割負担となります。 
※２：非課税　とは、同一世帯の世帯主および国保被保 
　　　険者が住民税非課税の人 
※３：非課税　とは、同一世帯の世帯主および国保被保 
　　　険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要 
　　　経費・控除（年金の所得は控除額を８０万円として 
　　　計算）を差し引いたとき０円となる人 

I I

I
（※2）

（※3）
8,000円

◎
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は 

　
入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す 

◎
認
定
証
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
！ 

●
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
が
入
院
時
の

　
食
事
代
を
減
額
さ
れ
る
た
め
に
は
、
70

　
歳
未
満
の
人
は
「
標
準
負
担
額
減
額
認

　
定
証
」、
70
歳
以
上
の
人
は
「
限
度
額

　
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を

　
市
役
所
に
申
請
し
て
交
付
を
受
け
な
け

　
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
入
院
が
決
ま
っ
た
ら
保
険
証
を
お
持
ち

に
な
り
、
市
民
生
活
課
ま
た
は
総
合
支
所

市
民
課
に
申
請
し
認
定
証
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。 

※
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
の
人
に

は
認
定
証
が
交
付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
資
格
者
証
明
書
の
世
帯
の

人
に
は
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。 

※
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
し
な
か
っ

た
場
合
は
、
自
己
負
担
限
度
額
以
上
を
支

払
っ
て
い
る
の
で
高
額
療
養
費
の
申
請
が

必
要
に
な
り
ま
す
。 

【
７０
歳
以
上
の
人
の
場
合
】 

　
　
　
　（
老
人
保
健
の
対
象
者
は
除
く
） 

●
外
来
の
場
合
〜
個
人
ご
と
に
計
算
し
、

　
表
②
内
の
「
外
来
（
個
人
ご
と
）」の
限

　
度
額
を
適
用
し
ま
す
。 

●
入
院
の
場
合
〜
医
療
機
関
窓
口
で
の
支

　
払
い
は
入
院
を
含
む
自
己
負
担
限
度
額

　
ま
で
と
な
り
ま
す 

▼
自
己
負
担
額
の
計
算
方
法 

●
月
の
一
日
か
ら
末
日
ま
で
、一
カ
月（
暦

　
月
）ご
と
の
受
診
に
つ
い
て
計
算
し
ま
す
。 

●
外
来
は
個
人
ご
と
に
ま
と
め
ま
す
が
、

　
入
院
を
含
む
自
己
負
担
限
度
額
は
世
帯

　
内
で
７０
歳
以
上
の
人
（
老
人
保
健
で
医

　
療
を
受
け
て
い
る
人
は
除
く
）
を
合
算

　
し
ま
す
。 

●
病
院
・
診
療
所
・
歯
科
の
区
別
は
な
く
、

　
調
剤
薬
局
の
自
己
負
担
額
も
合
算
し
ま

　
す
。
差
額
ベ
ッ
ド
料
・
食
事
代
な
ど
、

　
保
険
診
療
の
対
象
に
な
ら
な
い
も
の
は

　
除
き
ま
す
。 

▼
こ
ん
な
と
き
も
申
請
し
ま
し
ょ
う 

●
ひ
と
つ
の
世
帯
内
で
合
算
し
て
限
度
額

　
を
超
え
た
と
き 

　
ひ
と
つ
の
世
帯
内
で
、
同
じ
月
に
二
万

一
千
円
以
上
の
自
己
負
担
額
を
２
回
以
上

支
払
っ
た
と
き
、
そ
れ
ら
を
合
算
し
て
限

度
額
を
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。 

●
ひ
と
つ
の
世
帯
内
で
７０
歳
未
満
と
７０
歳

　
以
上
を
合
算
し
て
限
度
額
を
超
え
た
と
き 

　
７０
歳
以
上
の
自
己
負
担
額
（
７０
歳
未
満

と
は
異
な
り
ま
す
）を
適
用
後
、７０
歳
未
満

の
二
万
一
千
円
以
上
の
自
己
負
担
限
度
額
を

合
算
し
て
、
７０
歳
未
満
の
限
度
額
を
超
え
た

分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
て
い
る
人
は
合
算

で
き
ま
せ
ん
） 

←
 

←
 

　
認
定
の
有
効
期
限
は
、
申
請
し
た
月
の

初
日
（
申
請
し
た
月
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
た
方
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
に
な
っ
た
日
）か
ら
、
翌
年
度
の
七
月
末

日
（
申
請
し
た
月
が
四
月
か
ら
七
月
ま
で

の
場
合
は
そ
の
年
の
七
月
末
日
）
ま
で
と

な
り
ま
す
。 

　
有
効
期
限
が
過
ぎ
て
も
認
定
証
が
必
要

な
と
き
は
、
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。 

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
、
国
民
健
康
保
険
税

を
納
め
な
い
で
い
る
と
、
督
促
が
行
わ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
納
付
相
談
や
指
導
が
行
わ
れ

て
も
、
な
お
滞
納
が
続
く
と
、
有
効
期
限
の

短
い
短
期
被
保
険
者
証
が
発
行
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

　
納
期
限
か
ら
一
年
間
滞
納
が
続
く
場
合
は
、

保
険
証
を
返
還
し
て
も
ら
い
、
代
わ
り
に
資

格
証
明
書
が
世
帯
主
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

（
老
人
保
健
に
よ
る
医
療
や
公
費
負
担
医
療

の
対
象
者
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
除

外
さ
れ
ま
す
） 

　
資
格
証
明
書
は
国
保
の
被
保
険
者
で
あ
る

こ
と
を
示
す
証
明
書
で
、
保
険
証
の
よ
う
に

医
療
機
関
で
保
険
給
付
を
受
け
ら
れ
る
受
診

券
に
は
な
ら
な
い
た
め
、
医
療
費
を
い
っ
た

ん
全
額
自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
滞
納
し
て
い
る
保
険
税
を
完
納
し
た
場
合

な
ど
は
、
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。 

表③ 入院時の食事代の標準負担額（1食あたり） 

一般世帯・上位所得者

160円

100円

260円

210円

I I

I

90日までの入院住民税非課税世帯・
70歳以上で市民税
非課税　の人

70歳以上で市民税非課税　の人

90日を超える入院
（過去12カ月の入院日数）

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先 

市 

市
民
生
活
課 

国
保
班 

　
な
お
、
平
成
１９
年
４
月
１
日
か
ら
７０
歳
未

満
の
人
も
７０
歳
以
上
の
人
も
、「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
市
役
所
に
申

請
し
て
交
付
を
受
け
、
医
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
す
る
と
、入
院

時
の
食
事
代
が
減

額
さ
れ
ま
す
（
表

③
）。
ま
た
、
入
院

時
の
医
療
費
も
自

己
負
担
限
度
額
ま

で
の
支
払
い
で
済

み
ま
す
。
申
請
は
、

保
険
証
を
お
持
ち

に
な
り
、
市
役
所

市
民
生
活
課
ま
た

は
総
合
支
所
市
民

課
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。 

●保険証 

●保険証 
●限度額認定証 

●保険証 
●限度額適用・標準 
　負担額減額認定証 

入院時に医療機関窓口に提示するもの 

平成19年３月まで

平成19年４月より

一 般

上 位 所 得
住民税非課税世帯

所
得
区
分

上位所得以外の
住民税課税世帯（ 　　　　　）

●保険証 
●限度額認定証 

国
保
税
の
滞
納
に
ご
注
意

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う

「
一
部
負
担
金
」
の
減
免
等

―
６
２
４
５ 

24

（ 

） 

　
国
民
健
康
保
険
に
は
医
療
機
関
の
窓
口
で

支
払
う
一
部
負
担
金
の
支
払
い
を
猶
予
、
減

額
、
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
一

部
負
担
金
の
支
払
い
が
ど
う
し
て
も
困
難
な

場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

①
地
震
、
風
水
害
、
火
災
、
そ
の
他
こ
れ
ら

　
に
類
す
る
災
害
で
死
亡
し
、
心
身
障
害
者

　
と
な
り
、
ま
た
は
資
産
に
重
大
な
損
害
を

　
受
け
た
と
き 

②
干
ば
つ
、
冷
害
、
凍
霜
害
等
に
よ
る
農
作

　
物
の
不
作
、
不
漁
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類

　
す
る
理
由
で
収
入
が
減
少
し
た
と
き 

③
事
業
ま
た
は
業
務
の
休
廃
止
、
失
業
な
ど

　
で
収
入
が
著
し
く
減
少
し
た
と
き 

④
①
〜
③
に
類
す
る
事
由
が
あ
っ
た
と
き 

▼
減
免
等
の
期
間
…
徴
収
猶
予
は
6
カ
月 

　
以
内
、
減
額
、
免
除
は
3
カ
月
以
内 

！ 

！ 

＝  12万円 

＝  81,430円 

＝  38,570円 

＝  38,570円 は国保から医療機関 
に支払い 
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広
域
由
利
家
畜
市
場
の
今
年
の

初
競
り
が
二
月
九
日
に
行
わ
れ
、

活
気
に
あ
ふ
れ
た
取
り
引
き
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
家
畜
市
場
は
年
間
約
三
千
頭

が
取
り
引
き
さ
れ
る
、
県
内
最
大

規
模
の
市
場
。
初
セ
リ
に
先
立
ち
、

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
関
係
者

か
ら
は
「
当
市
場
の
子
牛
は
全
国

的
に
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

畜
産
の
内
外
に
か
か
え
る
課
題
を

克
服
し
、
産
地
の
強
化
、
秋
田
由

利
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
た
努

力
が
実
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」

と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
セ
リ
は
午
前
十
時
か
ら
始

ま
り
、
肥
育
農
家
な
ど
が
入
札
。

こ
の
日
は
黒
毛
和
種
の
子
牛
三

百
九
十
五
頭
が
上
場
さ
れ
、
最
高

価
格
七
十
三
万
六
千
五
十
円
（
雌
）

の
ほ
か
、
平
均
五
十
二
万
六
千
八

百
七
十
円
で
三
百
八
十
頭
あ
ま
り

が
競
り
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
番
で
上
場
に
臨
ん
だ
小
松
芳

久
さ
ん
（
東
由
利
田
代
）
は
「
由

利
市
場
が
高
値
で
安
定
し
て
い
る

の
は
、
こ
れ
ま
で
の
畜
産
振
興
策

が
奏
功
し
て
い
る
証
し
。
今
後
、

値
が
下
が
る
と
い
う
見
方
も
強
い
。

飼
料
代
や
素
牛
の
値
が
上
が
れ
ば
、

肥
育
農
家
も
大
変
。
今
後
も
気
を

引
き
締
め
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　�
初
心
者
で
も
楽
し
く
挑
戦�
を

テ
ー
マ
に
し
た
「
男
の
料
理
教
室
」

が
、
二
月
十
日
、
本
荘
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
で
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
料
理
教
室
は
、
男
性
も
台

所
に
入
っ
て
楽
し
ん
で
料
理
を
し

て
も
ら
お
う
と
、
本
荘
公
民
館
が

主
催
し
今
回
が
第
二
回
目
。
元
教

員
の
小
松
千
枝
さ
ん
を
講
師
に
、

応
募
し
た
市
内
の
熟
年
男
性
二
十

人
が
参
加
し
て
、「
と
ん
か
つ
」「
ポ

テ
ト
サ
ラ
ダ
」「
茶
碗
蒸
し
」「
ご

飯
」「
コ
ー
ン
ス
ー
プ
」
作
り
に

挑
戦
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、講
師
か
ら
野
菜
や
肉

の
筋
の
切
り
方
、ご
は
ん
の
炊
き
方

な
ど
の
説
明
が
あ
り
、参
加
者
は
真

剣
な
表
情
で
耳
を
傾
け
、メ
モ
を
取

り
、
講
師
の
実
演
に
見
入
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、四
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
早
速
料
理
に
挑
戦
。

め
っ
た
に
台
所
に
立
つ
機
会
の
な

い
男
性
た
ち
は
、と
き
に
講
師
に
質

問
し
な
が
ら
、慣
れ
な
い
手
つ
き
で

包
丁
を
握
り
野
菜
を
切
っ
た
り
、と

ん
か
つ
を
揚
げ
た
り
と
作
業
を
分

担
し
、和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
中
で

料
理
は
進
み
ま
し
た
。

　

悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
食
欲
を

そ
そ
る
五
品
が
で
き
あ
が
り
、
ラ

ン
チ
タ
イ
ム
で
は
、
自
作
の
料
理

を
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
満

足
そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
「
親
の
心
配　

子
ど
も
の
心

配
」
〜
お
と
な
や
地
域
が
で
き
る

こ
と
〜
と
題
し
た
子
育
て
講
演
会

が
二
月
二
十
日
行
わ
れ
、
約
七
十

人
の
保
護
者
や
保
育
士
ら
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
講
師
は
秋
田
大
学
医

学
部
の
小
児
科
医
・
渡
部
泰
弘
先

生
。
児
童
精
神
の
専
門
医
で
あ
る

渡
部
先
生
は
、「
発
達
の
進
み
方
や

偏
り
を
早
く
見
つ
け
ら
れ
れ
ば
、

そ
の
子
に
合
っ
た
対
応
や
関
わ
り

方
の
工
夫
が
で
き
る
。ま
ず
、知
っ

て
も
ら
い
た
い
し
、
気
付
い
て
も

ら
い
た
い
」
と
、
身
近
な
例
を
挙

げ
な
が
ら
、
子
ど
も
の
発
達
の
遅

れ
や
偏
り
に
対
す
る
親
の
接
し
方

な
ど
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

し
た
。

　

託
児
を
利
用
し
て
参
加
し
た
保

護
者
の
一
人
は
、「『
笑
っ
て
育
て

よ
う
』
と
い
う
先
生
の
言
葉
な
ど
、

子
育
て
真
っ
最
中
の
自
分
に
と
っ

て
身
に
つ
ま
さ
れ
る
話
も
多
く
、

と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

次々と子牛が競り落とされた家畜市場身近な例をあげて講演する渡部泰弘先生

エプロンや鉢巻き姿が
似合った男の料理人　
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「
お
〜
、
走
る
走
る
ー
」。
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
関
す
る
学
習

成
果
の
発
表
を
行
う
一
環
と
し
て

二
月
十
五
日
、
由
利
工
業
高
校

（
高
橋
行
二
校
長
）
の
生
徒
に
よ

る
「
出
前
授
業
」
が
本
荘
北
中
学

校
（
佐
藤
俊
介
校
長
）
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

先
生
は
同
校
機
械
科
と
電
気
科
、

環
境
シ
ス
テ
ム
科
の
二
、
三
年
生

六
人
。「
由
利
本
荘
地
区
の
酸
性

雨
の
測
定
」
と
題
し
、
日
韓
で
の

ｐ
ｈ
値
の
比
較
を
も
と
に
し
た
研

究
発
表
に
続
き
、
蒸
留
水
か
ら
電

気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
出
す
実
験

を
行
い
ま
し
た
。
先
輩
の
高
校
生

か
ら
水
の
電
気
分
解
の
方
法
を
習

い
、
中
学
生
た
ち
は
実
際
に
電
気

を
発
生
さ
せ
、
電
池
自
動
車
を
走

る
こ
と
を
確
認
。
水
が
変
化
す
る

様
子
な
ど
を
観
察
し
な
が
ら
、
間

近
に
接
す
る
科
学
の
力
に
ひ
と
み

を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
授
業
は
、
由
利
工
業
高
が

文
部
科
学
省
の
「
原
子
力
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
教
育
支
援
事
業
」
の
指
定

を
受
け
、
風
力
発
電
装
置
の
設
置

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
の

一
つ
。

　

授
業
を
受
け
た
北
中
二
年
の
大

坂
勇
人
君
は
「
火
力
発
電
が
化
石

燃
料
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
九
割

使
っ
て
い
る
と
聞
き
、
何
気
な
く

使
っ
て
い
る
電
気
も
、
実
は
地
球

の
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

し
た
。
節
電
や
省
エ
ネ
を
心
が
け

た
い
」
と
話
し
、
由
利
工
業
二
年

の
宮
本
雅
俊
君
は
「
こ
の
機
会
に

環
境
問
題
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
れ
ば
。
併
せ
て
由
利
工
業
高
校

に
入
学
し
た
い
と
い
う
人
が
増
え

て
ほ
し
い
で
す
」
と
ほ
っ
と
し
た

表
情
で
語
り
ま
し
た
。

　

懇
談
会
に
は
、
県
と
中
央
ブ

ロ
ッ
ク
管
内
の
七
つ
の
自
治
体
や

誘
致
企
業
関
係
者
な
ど
七
十
人
が

出
席
。
始
め
に
県
か
ら
県
内
の
企

業
誘
致
動
向
と
企
業
誘
致
施
策
に

つ
い
て
や
、
県
立
大
と
連
携
し
た

由
利
地
域
の
活
動
な
ど
の
報
告
が

さ
れ
、
ま
た
、
企
業
進
出
の
た
め

の
優
遇
制
度
や
工
業
団
地
な
ど
の

説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
秋
田
県
産
業
技
術
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
の
中
西
大
和
所

長
が
「
企
業
誘
致
と
道
州
制
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
講
演
。
中
西
所

長
は
、
財
政
が
悪
化
し
た
国
に
依

数
と
理
科
の
二
十
コ
ー
ス
の
体
験

や
実
験
コ
ー
ナ
ー
を
設
定
。
紙

コ
ッ
プ
を
積
み
上
げ
て
数
列
を
学

ぶ
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
作
り
」
や
メ
ビ

ウ
ス
の
輪
を
作
る
「
不
思
議
な

帯
」
な
ど
の
お
も
し
ろ
算
数
コ
ー

ス
と
、
空
き
缶
と
粘
土
を
使
っ
て

重
心
を
考
え
る
「
ご
ろ
ん
・
ご
ろ

ん
」
や
磁
石
の
力
を
応
用
し
た

「
た
こ
さ
ん
大
会
」
な
ど
の
び
っ

く
り
理
科
コ
ー
ス
を
回
っ
た
児
童

た
ち
は
、
算
数
や
科
学
の
お
も
し

ろ
さ
を
再
発
見
し
、
目
を
輝
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
が
進
め
て
い
る

「
理
数
大
好
き
モ
デ
ル
事
業
」
の

一
環
で
、
尾
崎
小
学
校
（
佐
藤
和

広
校
長
）
で
は
二
月
七
日
、
理
数

大
好
き
尾
崎
教
室
を
行
な
い
、
全

校
の
六
百
七
十
人
の
児
童
が
実
験

や
体
験
を
通
し
て
算
数
や
理
科
へ

の
興
味
や
関
心
を
高
め
ま
し
た
。

　

学
校
の
体
育
館
や
ホ
ー
ル
、
家

庭
科
室
、
理
科
室
な
ど
に
は
、
算

存
し
た
ら
地
方
の
発
展
は
望
め
な

い
と
述
べ
、
東
北
六
県
に
よ
る
道

州
制
の
選
択
が
必
然
と
な
る
と
の

考
え
を
示
し
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、

六
県
で
シ
ェ
ア
争
い
せ
ず
に
産
業

の
分
担
と
協
業
を
し
て
い
く
こ
と
、

ま
た
、
秋
田
県
は
人
口
規
模
が
三

十
〜
四
十
万
人
規
模
の
三
つ
の
市

に
集
約
さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
と

力
説
。

　

最
後
に
、
由
利
本
荘
市
は
特
に

ハ
イ
テ
ク
関
連
と
飛
行
機
な
ど
の

輸
送
機
器
の
製
造
に
強
く
、
企
業

の
誘
致
も
有
望
で
あ
る
と
話
し
て

講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

企
業
誘
致
を
促
進
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
誘
致
し
た
企
業
と
行
政

の
関
係
者
が
集
い
情
報
交
換
を
行

う
、
中
央
ブ
ロ
ッ
ク
の
誘
致
企
業

懇
談
会
が
二
月
十
五
日
、
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　「企業誘致は有望」と講演した
中西大和所長　　　　　　　　

しゃぼん玉の実験に興じる児童たち

高校生の先生の指導でエネルギーの実験
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大
会
を
物
心
両
面
か
ら
盛
り
上

げ
た
の
が
、
地
域
の
積
極
的
な
取

り
組
み
で
す
。
木
工
品
の
絵
馬
や

鳥
海
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・
オ
コ
ジ

ョ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
な
ど
、
手
づ
く

り
の
記
念
品
を
選
手
に
贈
っ
た
ほ

か
、
開
始
式
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は「
本
海
番
楽
」を
披
露
し
伝
統

あ
る
民
俗
文
化
を
Ｐ
Ｒ
。
鳥
海
地

域
の
児
童
生
徒
が
自
ら
書
い
た
応

援
旗
を
手
渡
し
た
り
、
表
彰
式
で

鳥
海
中
の
生
徒
が
賞
状
の
贈
呈
に

協
力
し
た
り
し
て
、
運
営
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
も
へ
の
会
」で
は
会
場

入
り
口
に
大
き
な
ス
ギ
ッ
チ
の
雪

像
を
製
作
。
地
元
婦
人
会
に
よ
る

ホ
ッ
ト
ド
リ
ン
ク
の
提
供
や
Ｊ
Ａ

秋
田
し
ん
せ
い
女
性
部
鳥
海
支
部

が
き
り
た
ん
ぽ
汁
の
サ
ー
ビ
ス
を

担
当
し
、
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
広
く
国
民
の
間
に
ス
ポ
ー
ツ
を

普
及
し
、
健
康
・
体
力
の
増
進
を

図
り
、
地
方
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の

発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
国

民
生
活
を
明
る
く
豊
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
国

体
。
冬
季
国
体
・
バ
イ
ア
ス
ロ
ン

競
技
は
大
成
功
を
お
さ
め
、
九
月

に
開
幕
す
る
本
大
会
に
向
け
、
大

き
な
弾
み
に
な
り
ま
し
た
。 

　
「
素
晴
ら
し
い
ホ
テ
ル
か
ら
競

技
場
ま
で
が
徒
歩
三
〜
五
分
と
動

き
や
す
く
、
こ
れ
ま
で
で
一
、
二

を
争
う
レ
ベ
ル
の
国
体
で
す
。
コ

ー
ス
整
備
も
完
璧
で
、
ご
協
力
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
地
元

料
理
の
き
り
た
ん
ぽ
を
食
べ
ら
れ
、

す
ご
く
う
れ
し
く
て
、
二
杯
も
お

か
わ
り
し
ま
し
た
よ
」 

「
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
」
鳥
海
地
域
で
開
催 

大
成
功
お
さ
め
、本
大
会
へ
の
弾
み
に 

　
第
六
十
二
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
会
が

二
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま
で
、
本
市
鳥
海
町
猿
倉
の
特
設
競
技
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
十
日
は
仙
北
市
田
沢
湖
で
ス
キ
ー
競
技
と
合
わ

せ
た
開
会
式
が
あ
り
、
全
国
か
ら
参
加
し
た
監
督
や
選
手
な
ど
千
四

百
人
あ
ま
り
が
開
幕
を
祝
い
ま
し
た
。 

公
開
競
技 

　
公
開
競
技
の
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
に

は
二
十
三
都
道
府
県
か
ら
監
督
・

選
手
合
わ
せ
て
お
よ
そ
百
二
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
本
市
で
は
十

日
に
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
「
ミ
ニ
バ

イ
ア
ス
ロ
ン
」
を
開
催
。
十
一
日

に
公
開
練
習
と
開
始
式
、
歓
迎
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
、
十
二
日
に
競
技

と
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
は
冬
場
の
狩
猟

を
原
型
と
し
、
ス
キ
ー
の
距
離
競

技
と
ラ
イ
フ
ル
射
撃
を
組
み
合
わ

せ
た
複
合
競
技
。
大
会
で
は
競
技

銃
（
ス
モ
ー
ル
ボ
ア
・
ラ
イ
フ
ル
）

を
用
い
四
・
五
㌔
を
一
人
で
走
る

ス
プ
リ
ン
ト
競
技
と
、
競
技
銃
と

一
般
銃（
小
銃
）に
分
か
れ
、
三
人

が
そ
れ
ぞ
れ
七
・
五
㌔
を
滑
る
リ

レ
ー
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
本
荘
由
利
で
は
初
の
冬
季
国
体

と
あ
っ
て
、
競
技
当
日
は
二
千
人

を
超
え
る
観
衆
が
詰
め
か
け
、
降

り
し
き
る
雪
の
中
、
熱
い
声
援
を

送
り
ま
し
た
。
鳥
海
中
三
年
の
梶

原
翼
君
は
「
銃
声
が
す
ご
い
。
冬

の
秋
田
に
ふ
さ
わ
し
い
、
最
高
の

大
会
に
感
動
し
て
い
ま
す
」
と
興

奮
気
味
に
話
し
ま
し
た
。
ア
ル
ベ

ー
ル
ビ
ル
、
リ
レ
ハ
ン
メ
ル
の
冬

季
五
輪
二
大
会
連
覇
を
誇
る
、
荻

原
健
司
参
議
院
議
員
が
ス
タ
ー
タ

ー
を
務
め
た
リ
レ
ー
競
技
で
は
、

大
声
援
に
後
押
し
さ
れ
、
本
県
選

手
が
奮
闘
。
リ
レ
ー
二
種
目
を
制

す
と
と
も
に
、
ス
プ
リ
ン
ト
で
も

地
元
の
藤
山
選
手
が
準
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。（
　
㌻
に
関
連
記
事
） 

１８ 

記
念
品  

雪
像  

運
営
サ
ポ
ー
ト
… 

さ
ま
ざ
ま
に
地
域
の
取
り
組
み 

スプリント競技で入賞 

　

梶
原
　
光
さ
ん

直
根
小
六
年

鳥
海
町
上
直
根
・
右

　

真
坂
千
尋
さ
ん

同
小
六
年

鳥

海
町
猿
倉
・
左

　

海
野
俊
幸
さ
ん

　
歳
・
海
上
自

衛
隊
・
埼
玉
県
代
表

32

「
う
ま
く
走
れ
、
い
い
タ
イ
ム
が

出
せ
ま
し
た
。
応
援
し
て
も
ら
い
、

頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」 

「
本
番
は
少
し
緊
張
し
ま
し
た
。

途
中
で
転
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
が
、

い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
」 前走を務めた 

直根バレーボールスポーツ少年団 

声 

競技に見入る人、人、人… 

ス
タ
ー
タ
ー
は
荻
原
健
司
・
参
議
院
議
員 

吹
雪
の
中
、
リ
レ
ー
競
技
が
一
斉
ス
タ
ー
ト 

仙
北
市
で
の
開
会
式
で
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ら
れ
る
秋
篠
宮
さ
ま 

坂を駆け上がる選手たち 

本県の畠山和さんが選手宣誓 

前走を務めた直根スポ少 

手づくりの記念品 

地域の民俗文化財「本海番楽」を披露 

ス
ギ
ッ
チ
雪
像 



１９�Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００７�

��

　
長
年
に
わ
た
り
市
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
方
と
各
大

会
で
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
し
た
選

手
や
チ
ー
ム
の
栄
誉
を
た
た
え
る

「
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
」
が
二

月
二
十
一
日
、
ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア

ク
ア
パ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ア

ジ
ア
競
技
大
会
ボ
ー
ト
・
金
メ
ダ

リ
ス
ト
の
佐
藤
芳
則
さ
ん
を
は
じ

め
と
し
、
受
賞
者
は
二
十
三
団
体
、

七
十
八
個
人
。
表
彰
状
を
受
け
た

皆
さ
ん
は
喜
び
を
胸
に
、
さ
ら
な

る
前
進
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。（
敬

称
略
）�

　
◆
功
労
賞              �

�

鈴
木
順
一
郎
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・

石
脇
）
、
齋
藤
榮
一
（
西
目
体
育

協
会
・
西
目
町
西
目
）
、
橋
本
納

（
剣
道
・
岩
城
亀
田
） 

　�

　
◆
優
秀
指
導
者
賞�

�

荘
司
昭
夫
（
登
山
・
西
目
町
出

戸
）
、
船
木
千
代
美
（
野
球
・
川

口
）
、
小
松
勉
（
サ
ッ
カ
ー
・
前

郷
）
、
佐
々
木
寿
雄
（
サ
ッ
カ

ー
・
西
目
町
海
士
剥
）   �
�

　
◆
特
別
栄
光
賞�
�

佐
藤
芳
則
（
ボ
ー
ト
・
埼
玉
県
戸�

田
市
在
住
・
矢
島
出
身
）       �

�

　
◆
栄
光
賞
（
個
人
）�

�

高
橋
秀
樹
（
陸
上
・
西
目
町
出

戸
）
、
佐
々
木
弥
（
野
球
・

岡
）
、
横
山
博
敏
（
サ
ッ
カ
ー
・�

石
脇
）
、
江
頭
健
（
野
球
・
西
梵�

��

天
）、
木
村
孝
（
サ
ッ
カ
ー
・

大
鍬
町
）
、
小
沢
征
敏
（
サ

ッ
カ
ー
・
石
脇
）
、
佐
々
木

義
人
（
サ
ッ
カ
ー
・
西
目
町

海
士
剥
）
、
加
賀
潤
（
サ
ッ

カ
ー
・
西
目
町
沼
田
）
、
岩

瀬
浩
介
（
サ
ッ
カ
ー
・
石

脇
）、
梅
原
玲
奈
（
ス
キ
ー
・

薬
師
堂
）
、
柳
原
裕
（
サ
ッ

カ
ー
・
出
戸
町
赤
沼
下
道
）、

三
浦
俊
輔
（
サ
ッ
カ
ー
・
前

郷
）
、
阿
部
友
香
（
柔
道
・

石
脇
）
、
高
橋
静
香
（
ボ
ー

ト
・
石
脇
）、
佐
藤
弥
夢
（
カ

ヌ
ー
・
石
脇
）、
高
橋
巧
（
カ

ヌ
ー
・
石
脇
）
、
佐
々
木
健

彦
（
カ
ヌ
ー
・
川
口
）
、
小

野
祐
佳
（
カ
ヌ
ー
・
石
脇
）、

小
高
一
馬
（
カ
ヌ
ー
・
井
戸

尻
）、
関
良
太
（
カ
ヌ
ー
・

八
幡
下
）
、
能
勢
貴
敏
（
太

極
拳
・
東
町
）、
佐
藤
愛
（
柔

道
・
金
山
）
、
五
十
嵐
美
里

（
レ
ス
リ
ン
グ
・
石
脇
）、
高

橋
翔
子
（
空
手
・
日
役
町
）、

能
勢
皓
次
（
太
極
拳
・
東

町
）
、
佐
々
木
将
（
空
手
・

中
梵
天
）�

�

　
◆
栄
光
賞
（
団
体
）�

本
荘
高
校
端
艇
部
女
子
舵
付

ク
ォ
ド
ル
プ
ル
、
由
利
高
校

ボ
ー
ト
部
女
子
舵
付
ク
ォ
ド

ル
プ
ル
、
由
利
高
校
ボ
ー
ト

部
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
、
由
利
工

業
高
校
漕
艇
部
男
子
舵
付
ク
ォ
ド

ル
プ
ル
、
本
荘
南
中
学
校
ボ
ー
ト

部
男
子
舵
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
、
本

荘
南
中
学
校
ボ
ー
ト
部
男
子
ダ
ブ

ル
ス
カ
ル
、
本
荘
南
中
学
校
ボ
ー

ト
部
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル        �

　
◆
奨
励
賞
（
個
人
）�

佐
藤
奨
（
ボ
ー
ト
・
一
番
堰
）
、

小
野
恭
（
弓
道
・ 

　
法
）
、
吉
野

龍
太
郎
（
カ
ヌ
ー
・
石
脇
）
、
渡

部
真
理
（
弓
道
・
岩
城
滝
俣
）
、

伊
藤
堅
太
（
銃
剣
道
・
徳
沢
）
、

阿
部
大
紀
（
柔
道
・
石
脇
）
、
畑

山
貴
大
（
水
泳
・
石
脇
）
、
中
村

潤
慈
（
柔
道
・
石
脇
）
、
福
川
将

（
水
泳
・
石
脇
）
、
田
口
峻
（
水

泳
・
石
脇
）
、
小
川
恭
平
（
空

手
・
小
人
町
）
、
高
橋
あ
か
り

（
水
泳
・
一
番
堰
）
、
冨
樫
優

（
柔
道
・
東
梵
天
）
、
松
田
亜
由

美
（
卓
球
・
鳥
海
町
伏
見
）
、

佐
々
木
梨
奈
（
柔
道
・
石
脇
）
、

東
海
林
拓
（
空
手
・
石
脇
）
、
山

浅
美
里
（
柔
道
・
一
番
堰
）
、
佐

藤
慎
太
郎
（
柔
道
・
金
山
）
、
齋

藤
美
優
（
柔
道
・
中
梵
天
）
、
伊

藤
瑠
唯
（
柔
道
・
東
梵
天
）
、
佐

藤
夏
実
（
空
手
・
矢
島
町
立
石
）、

佐
藤
雄
紀
（
陸
上
・
吉
沢
）
、
佐

藤
歩
実
（
空
手
・
石
脇
）
、
阿
部

菜
那
（
レ
ス
リ
ン
グ
・
石
脇
）
、

木
島
瑠
依
（
水
泳
・
桜
小
路
）
、

大
宮
勝
伍
（
柔
道
・
三
条
）
、
佐

藤
穂
奈
美
（
空
手
・
矢
島
町
元

町
）
、
菊
地
暁
子
（
陸
上
・
小
栗

山
）
、
高
橋
丈
（
空
手
・
日
役

町
）
、
佐
々
木
巧
（
空
手
・
中
梵

天
）
、
松
田
嘉
樹
（
柔
道
・
下
大

野
）
、
小
川
省
吾
（
空
手
・
小
人

町
）
、
高
橋
月
斗
（
水
泳
・
一
番

堰
）
、
佐
藤
結
花
（
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
・
岩
城
道
川
）
、
本
間
恭
介

（
レ
ス
リ
ン
グ
・
石
脇
）
、
田
口

美
里
（
空
手
・
岩
城
福
俣
）
、
成

田
朱
音
（
レ
ス
リ
ン
グ
・
岩
谷

町
）
、
打
矢
恵
士
（
柔
道
・
岩
谷

麓
）
、
工
藤
ほ
の
か
（
空
手
・
岩

谷
町
）
、
加
藤
竜
（
空
手
・
裏
尾

崎
町
）
、
高
橋
仁
美
（
柔
道
・
三

条
）
、
斉
藤
広
大
（
柔
道
・
和
泉

町
）
、
鷹
照
恭
悟
（
柔
道
・
観
音

町
）
、
山
谷
洸
芽
（
レ
ス
リ
ン

グ
・
谷
地
町
）�

　
◆
奨
励
賞
（
団
体
）�

本
荘
菖
蒲
、
由
利
高
校
ボ
ー
ト
部

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
、
由
利
工
業

高
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
西
目
高

校
弓
道
部
、
本
荘
北
中
学
校
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
本
荘
北
中
学

校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
本
荘
北
中

学
校
男
子
水
泳
部
、
本
荘
南
中
学

校
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
本
荘

東
中
学
校
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、

本
荘
東
中
学
校
女
子
柔
道
部
、
由

利
中
学
校
男
子
低
学
年
リ
レ
ー
、

本
荘
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

小
友
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
岩

城
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ャ
ト
ル
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団�

長
年
の
功
績
、
輝
か
し
い
成
績
を
た
た
え
て

長
年
の
功
績
、
輝
か
し
い
成
績
を
た
た
え
て�

長
年
の
功
績
、
輝
か
し
い
成
績
を
た
た
え
て�

１８�平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう�１９� ３� １�

　
「
観
光
民
芸
伝
承
館
に
集
う
七

人
の
メ
ン
バ
ー
で
、『
立
体
ス
ギ
ッ

チ
絵
馬
』
を
作
っ
て
選
手
に
贈
り

ま
し
た
。
大
会
を
思
い
出
し
て
も

ら
い
、
地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
ね
」�

　
「
ホ
ッ
ト
ド
リ
ン
ク
や
手
づ
く

り
ク
ッ
キ
ー
な
ど
で
も
て
な
し
、

大
会
の
盛
り
上
げ
に
努
め
ま
し
た
。

鳥
海
地
域
で
は
初
の
国
体
開
催
。

と
て
も
名
誉
な
こ
と
と
感
激
し
て

い
ま
す
」�

　
「
自
衛
隊
関
係
選
手
の
合
宿
用

と
し
て
集
落
会
館
を
使
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
立
地
条
件
も
よ
く
、

素
晴
ら
し
い
会
場
だ
と
褒
め
ら
れ
、

こ
こ
で
開
催
で
き
た
こ
と
を
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
」�

秋
田
わ
か
杉
国
体
冬
季
大
会
（
2
月
12
日
・
仙
北
市
）�

「ほっかほかのきりたんぽをどうぞ　」�！�

吹雪でかすむ標的に向かって（伏射）�

会
場
入
り
口
の
歓
迎
ア
ー
チ（
１１
日
）�

鳥海中生が式典をサポート�

１０日に行われた参加型イベント「ミニバイアスロン」も盛会でした�



グ
ラ
フ 

● 

ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う 

―
―
―
―
― 

冬
の
イ
ベ
ン
ト�

　
２
月
。
各
地
で
た
く
さ
ん
の
冬
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
雪
の
少
な
い
こ
の
冬
、
あ
ち
こ
ち
か
ら

雪
を
あ
つ
め
て
イ
ベ
ン
ト
に
間
に
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
も
。�

　
そ
ん
な
苦
労
が
実
り
、
ど
の
会
場
も
冷

た
い
風
を
も
の
と
も
し
な
い
、
あ
っ
た
か

〜
い
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。�

２１�Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ  ｃｉｔｙ  ｐｕｂｌｉｃ  Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ.   ２００７� ２０�平成　年　月　日号　 広報ゆりほんじょう�１９� ３� １�

2007やしま冬まつり（10日）�
�

大内ウインターフェス2007（10日）�
�

雪ものがたり2007（東由利地域：18日）�
�

第20回天鷺冬まつり（岩城地域：11日）�
�

2007鳥海高原南由利原雪まつり（18日）�
�
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冬
期
間
の
屋
内
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
町
内
相
互

の
親
睦
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
二
月
十
八
日
、

石
脇
地
区
の
町
内
対
抗
綱
引
き
大
会
が
石
脇
体
育
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
石
脇
地
区
の
十
二
の
町
内
か
ら
十
四

チ
ー
ム
が
、
そ
れ
ぞ
れ
町
内
の
威
信
と
期
待
を
一
本

の
綱
に
結
集
し
て
対
戦
。
三
回
引
き
合
い
、
先
に
二

勝
し
た
チ
ー
ム
が
勝
利
す
る
対
戦
方
式
で
、
予
選
の

リ
ー
グ
戦
、
決
勝
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
、
体
力
と
気

力
を
振
り
絞
っ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

※取材を通し、コメントをおうかがいしました。�

熊田政雄さん
（５９歳・薬師堂）

三浦美加子さん（３４歳・
岩城勝手）、咲希ちゃん
（４歳）、万実ちゃん（８
歳）親子
吉田厚子さん（３５歳・岩
城勝手）、優輝くん（５歳）、
春香ちゃん（７歳）親子

川の源を豊かにする活動が大切と思います

　　「寒鯉漁」の漁獲が年々
細くなっているのは暖冬の
せいだけではない。大きな
自然体系の中では植樹など
で山を豊かにしなければ川
も海も生きてこない。私た
ちの組合は魚の放流だけで
なく、植樹など川の源の自
然を大切にする活動に取り
組んでいます。

「あまさぎ冬まつり」今年も楽しかった！

　美加子さん「子どもたちの習字の展示を、
みんなで見に来ました。大きな紙芝居は見応
えもあって楽しかったです。このイベントで
は、地元のボランティアなどの皆さんがとて
もよく頑張っているなあと思います。おみや
げに『軍艦焼き』も買いましたヨ」

　１１回を数える本市・にかほ市スポーツ少年団
種目別交流会スキー競技が２月１７日、鳥海オコ
ジョランドスキー場で開催されました。
　第５０回鳥海スキー交流大会を兼ねたこの大会
には、児童のほか壮年層まで１２６人のスキーヤー
が参加し、晴天の下、大回転競技（２本制）で
実力を競い合いました。
　小学４年女子の部に出場した伊藤空さん（上
川大内野球スポ少）は「ほかの人たちはすごかっ
た。頑張って入賞したい」と話していました。

実力を競い合ったスキー交流大会

　財団法人自治総合センターから、宝
くじの収益を地域自主防災組織の育
成・強化などのために活用してほしい
と、岩城地域の上黒川、下黒川、上新
谷、二古、上蛇田地区自主防災組織に
総額８０万円の助成がありました。
　それぞれの自主防災組織には、メガ
ホン、災害用救急箱、非常用毛布等が
配備され、災害時の広報活動と備蓄品
整備に役立てています。

備蓄品が整備され
備えは万全　　　

（財（財））自自治総合センターから助成治総合センターから助成

多田歩さん（３２歳）、
久実子さん（２９歳）、
こころちゃん（５歳）、
りこちゃん（２歳）
（森子）

家族で参加して楽しかったです

　今年は雪がないのではないかと心配しまし
たが、南由利原雪まつり会場はたくさんの雪
ですね。家族で参加するのは今回が初めてで
したが、天気も良く、とても楽しく過ごしま
した。来年もまた来たいと思います。

力の限りを尽くして引っぱり合う

２２平成１９年３月１日号　　広報ゆりほんじょう

　

寒
さ
で
川
の
魚
の
動
き
の
遅
い

時
期
を
選
ん
で
行
わ
れ
、
鯉
の
追

い
込
み
漁
と
し
て
子
吉
川
の
冬
の

風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
「
寒
鯉
漁
」

が
二
月
十
一
日
、
薬
師
堂
下
付
近

の
子
吉
川
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

漁
を
行
っ
た
の
は
、
子
吉
地
区

魚
族
保
護
組
合
（
熊
田
政
雄
組
合

長
・
組
合
員
百
二
十
八
人
）
で
、

こ
の
日
追
い
込
み
漁
に
参
加
し
た

の
は
二
十
二
人
。
川
の
中
に
仕
掛

け
た
立
網
に
、
上
流
か
ら
船
を
川

幅
一
杯
に
連
ね
て
、
竿
で
豪
快
に

川
面
を
た
た
い
た
り
川
底
を
突
い

て
魚
を
追
い
込
み
ま
し
た
。

　

寒
風
を
つ
い
て
、
網
入
れ
を
五

回
繰
り
返
し
た
結
果
、
六
十
八
セ

ン
チ
の
鯉
を
始
め
ウ
グ
イ
や
ニ
ゴ

イ
、
ソ
ウ
魚
な
ど
約
四
十
匹
を
漁

獲
。
暖
冬
で
魚
の
動
き
が
活
発
な

　西目公民館「シーガル」で２月１１日、
ピアノ、バイオリン、チェロの三重奏に
よる演奏会が行われ、訪れた約２７０人の聴
衆は午後のひとときに美しい調べを堪能
しました。
　演奏会は西目公民館が主催したもので、
演奏者は秋田市に在住している北嶋奏子
さん（バイオリン）、藤原ケイ子さん
（チェロ）、大谷祥子さん（ピアノ）の
３人。馴染みのクラシック音楽や日本の
唱歌、映画・テレビのテーマ曲などにうっ
とりと耳を傾け、最後にトリノオリン
ピックフィギアスケートでの荒川静香選
手の演技曲、「トウーランドット」が奏
でられると、荒川選手の金メダルの演技
を思い重ねるように聴き入り、盛んな拍
手を送っていました。

せ
い
か
、
例
年
に
比
べ
漁
は
少
な

か
っ
た
も
の
の
、
組
合
員
た
ち
は

さ
っ
そ
く
揚
が
っ
た
鯉
を
味
噌
汁

な
ど
で
味
わ
い
、
冷
え
た
体
を
温

め
て
い
ま
し
た
。

　

六
人
で
編
成
し
た
チ
ー
ム
が
野

球
ボ
ー
ル
大
の
ボ
ー
ル
を
ス

テ
ィ
ッ
ク
で
操
り
、
相
手
の
ゴ
ー

ル
に
押
し
込
ん
で
勝
敗
を
競
う
ユ

ニ
ホ
ッ
ク
大
会
が
二
月
十
八
日
、

本
荘
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
、

一
般
男
子
の
部
な
ど
の
四
部
門
に

四
十
チ
ー
ム
が
出
場
。
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
の
冬

場
の
体
力
作
り
と
、
大
人
の
運
動

不
足
解
消
に
う
っ
て
つ
け
の
ユ
ニ

ホ
ッ
ク
は
年
々
人
気
を
呼
び
、
参

加
チ
ー
ム
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

選
手
た
ち
は
激
し
い
動
き
に

時
々
肩
で
息
を
し
な
が
ら
も
、

ゴ
ー
ル
の
度
に
ス
テ
ィ
ッ
ク
を

高
々
と
掲
げ
て
歓
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。

激しい動きでボールを追う

名
曲
を
奏
で
て
聴
衆
を
魅
了
し
た
コ
ン
サ
ー
ト

捕えた寒鯉を手に笑顔の組合員



　成分献血は、１時間ほどの時間が必要であり、場所によっては予約制�
の所もあります。事前にお問い合わせください。�
　問い合わせは、当該地域の市健康管理課、または福祉保健課へお願い�
します。�

エイチエスケイ㈱�

佐藤病院�

由利地域振興局（職員会館）
�

�

矢島小林工業㈱薬師堂工場�

東北電力㈱本荘営業所�

ジョイフルシティ本荘店
�

�

秋田県心身障害者コロニー�

西目総合支所�

アルファエレクトロニクス㈱�

秋田工場�

ＴＤＫ羽後㈱大内工場�

大内総合支所�

11:30～12:30�

14:00～16:00�

９:30～12:00�

13:00～16:30�

10:00～11:30�

14:30～16:00�

10:00～12:00�

13:00～16:00�

10:00～11:00�

13:30～14:30�

10:00～11:30
�

�

13:00～14:30�

15:00～16:00

日�

２�
�

６
�

�

９�
�

18�

�

20�

�

�

30

曜日�

金�

�

火�

�

金�

�

日�

�

火�

�

�

金�

�

場　　　　所� 時　　間� 備　考�

�

�

成分献血�
�

�

�

成分献血�

あ　　り�

ご協力ください�― ３月献血日程 ―�献�血�

�
�
　今年度（平成18年４月１日～平成19年３月31日）、市の人間ドックや集
団健診を受けずに個人で人間ドック・脳ドックを受診した方に対する助
成金の申請を受け付けしています。�
　次に当てはまる方は、健康管理課または各総合支所福祉保健課に申請
用紙がありますので、手続きをしてください。�
　対象　30歳～79歳の市民（年齢基準日：平成19年３月31日）�
　申請に必要な物　領収書原本、印鑑、ドックの結果票、振込先の口座
　　番号（郵便局以外の本人名義）、保険証�
　助成金額　人間ドック：受診料金の３分の２で上限２万円、脳ドック
　　：3,000円�
　申請期限　４月２日(月)　※期限まで物がそろわない方はご連絡ください。�
　問い合わせ先　市健康管理課または各総合支所福祉保健課�
�
�
�
　　　　　市の人間ドックを希望する人や、健(検)診予定調査に「人間
　　　　ドック希望」と回答した人は、期間内に手続きをしてください。�
　期　間　３月５日(月)～３月16日(金) 午前９時～午後５時　�
　場　所　本荘保健センター　※土日は除く�
　対　象　本荘地域在住の40歳～74歳の市民（年齢基準日：平成20年３
　　月31日）�
　受診日程　申込時に医療機関指定日（平成19年５月～平成20年２月）
　　から選択�
　料　金　受診当日に下表の該当額を医療機関でお支払いください。�
�
�
�
�
�
�
�
〈注意事項〉�
○申込時に医療機関と受診日程をお選びいただく都合上、電話での申し
　込みはできません。本人の都合が悪い場合は代理の方でも結構です。�
○12月に実施した健(検)診予定調査結果に基づいて医療機関ごとの日程
　を用意しておりますが、受け入れ人数には限りがあり、予定人数を超
　えた場合は受け付け期間内であってもお断りすることがありますので、
　早めにお申し込みください。�
○ハガキでの個別案内はありません。�
　問い合わせ先　本荘保健センター（　22-1834）�

け付けています　人間ドック・脳ドックの助成金申請�受�

平成19年度人間ドック申し込み受け付け�本荘�
地域�

由利組合総合病院�
本 荘 第 一 病 院 �
佐 藤 病 院 �

男女とも10,000円�

医療機関�

自己負担�
金　　額�

秋田県総合保健事業団�
（秋田県総合保健センター）�

男性　13,600円�
女性　15,600円�

※国民健康保険加入者は、さらに2,000円の助成。�

　◎本荘図書館　�２２－４９００
○３月のおはなし劇場

▽とき…３月１０日�　午後２時～

▽ところ…本荘図書館児童閲覧室

▽内容…絵本の読み聞かせ、紙芝居、作って遊ぼ
　　う他
○図書館講座（本荘読書会共催）
　宮中歌会始入選者「山中律雄　師」と語る会

▽とき…３月１０日�　午後１時３０分～

▽ところ…本荘勤労青少年ホーム

▽参加料…無料
○春休み工作教室「つくってあそぼう」
　あなたも素敵なマジシャンになる、「ふしぎな
へや」づくり

▽とき…３月２２日�　午前１０時～正午

▽ところ…本荘図書館児童閲覧室

▽対象…主に小学生（幼稚園以下は保護者同伴）

▽参加料…無料
○３月の展示
・１８年度にあった出来事（一般）
・夢をかなえた人　特集（児童）

　◎岩城図書館　�７３－３６７３
○お話し会「星のひとみ」

▽とき…３月１６日�　午後３時３０分～

○３月の展示
・作家「北方謙三」特集
・新生活、応援します�特集
・絵本「エリック・カール」特集

　◎由利図書館　�５３－２１２１
○読み聞かせ会

▽とき…３月１８日�　午後２時～３時

▽ところ…由利図書館幼児室

▽内容…大型絵本、紙芝居、お話玉手箱「クイ
　　ズ�むかしばなし」

　◎３月の図書館休館日
○本荘図書館　１８日�、２１日�、３０日�
○岩城図書館　５日�、１２日�～１５日�、１９日�、
　　　　　　　２６日�
○由利図書館　３日�～９日�、２１日�

２５ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００７

乳幼児�
健診�
乳幼児�
健診�
乳幼児�
健診�（　 月）�３�

・母子手帳・アンケート票・バスタオルを忘れずにお持ちください。�
・３歳児健診を受ける方は、ご家庭でアンケート票の中の聴力と視力の検査を行って来てください。�
・本荘地域の７カ月児健診は、個別健診となります。�
・事前に健診の準備が必要なことから、お住まいの地域で受診してください。�
・当日受診できない場合および不明な点は、各総合支所にご相談ください。�

�
２�
�

７�
�
９�

13
�
�

14�
�
15�
16�
20�
22�
�

23�
�
�
28�

29

対象地域� 対　　象　　者� 受付時間� 会　　場�事　業　名�日�曜日�

�
金�
�

水�
�
金�

火�
�

水�
�
木�
金�
火�
木�
�

金�
�
�
水�

木�

�
４・７・10カ月児健診�
�
２歳児歯科健診�
１歳６カ月児健診�
４・７・10カ月児健診
４・７・10カ月児健診�
３ 歳 児 健 診 �
１歳６カ月児健診�
２歳児歯科健診�
３ 歳 児 健 診 �
４・７・10カ月児健診�
４・７・10カ月児健診�
10 カ 月 児 健 診 �
�
４・７・10カ月児健診�
�
２歳児歯科健診�
４カ 月 児 健 診 �

２歳児歯科健診�

平成18年10月８日～11月２日生まれ�
平成18年７月８日～８月２日生まれ�
平成18年４月８日～５月２日生まれ�
平成15年５月・６月・７月・８月・９月生まれ�
平成17年６月14日～９月７日生まれ�
平成18年４月・７月・10月生まれ�
平成18年４月・５月・７月・８月・10月・11月生まれ�
平成15年９月・10月・11月生まれ�
平成17年８月生まれ�
平成16年７月16日～11月14日生まれ�
平成15年９月生まれ�
平成18年５月・８月・11月生まれ�
平成18年５月・８月・11月生まれ�
平成18年５月生まれ�
平成18年10月16日～11月23日生まれ�
平成18年７月16日～８月23日生まれ�
平成18年４月16日～５月23日生まれ�
平成16年７月・８月・９月生まれ�
平成18年11月生まれ�
平成16年８月・９月・10月・11月・12月・�
平成17年１月生まれ�

�
12:40～13:10�
�
12:45～13:00�
12:30～13:10�
12:30～12:50�

13:00～13:30�
�
13:00～13:30�
12:40～13:00�
13:00～13:30�
13:00～13:10�
12:45～13:00�
13:00～13:30�
�
13:00～13:30�
�
12:00～12:30�
13:00～13:30�

13:00～13:30

�
大 内 �
�
由 利 �
大 内 �
西 目 �

東由利�
�
本 荘 �
大 内 �
本 荘 �
矢 島 �
由 利 �
本 荘 �
�
岩 城 �
�
鳥 海 �
本 荘 �

岩 城 �

�
大内保健センター�
�
由利福祉保健センター�
大内保健センター�
西目保健センター�

有鄰館
�

�
本荘保健センター�
大内保健センター�
本荘保健センター�
矢島保健センター�
由利福祉保健センター�
本荘保健センター�
�
岩城保健センター�
�
鳥海保健センター�
本荘保健センター�

岩城保健センター
�

�

問い合わせ先�
市健康管理課（本荘保健センター内　 22－1834）または各総合支所福祉保健課�

３月の診療日と予定当番医師�
日�曜日� 医　師　名�
４�
11�
18�
21�
25

日�
日�
日�
水�
日�

西　成　民　夫�
西　村　茂　樹�
海　法　恒　男�
作左部　　　昇�
酒　見　喜久雄�

※当番医師は変更になる場合もあ
　ります。�

　問い合わせ先…本荘由利広域休
　　日応急診療所（堤脇30：旧医
　　師会病院　２４－３９１７）平日
　　は市健康管理課（本荘保健セ
　　ンター　22－1834）�

▽
�

内
科
・
小
児
科�

休
日
応
急
診
療
所�

午
前
10
時
〜
午
後
４
時�

ポリオの予防接種（３月）�

・ポリオワクチンは、急性灰白髄炎（小児マヒ）
　を予防するワクチンです。�
・６週間以上の間隔をおいて、ワクチンを２回飲
　むと投与は完了です。�
・接種の間隔やワクチンの数量などの制限があり
　ますので、お住まいの地域で接種してください。�
・詳しくは市健康管理課または各総合支所福祉保
　健課へお問い合わせください。�

２日(金)�

岩　城�

平成17年12月～平成18年11月生まれ�

13:00～13:30�

岩城保健センター�

日�

対象地域�

対 象 者�

受付時間�

会　　場�

■４月から乳幼児健診の地域区分と実施場所が変わります。�

・詳しくは、各総合支所福祉保健課へお問い合わせください。�

〈変更前〉�
実 施 場 所�

本荘保健センター�
矢島保健センター�
鳥海保健センター�
由利福祉保健センター�
有鄰館�
大内保健センター�
岩城保健センター�
西目保健センター�

地 域 区 分 �
本 荘 地 域 �
矢 島 地 域 �
鳥 海 地 域 �
由 利 地 域 �
東由利地域�
大 内 地 域 �
岩 城 地 域 �
西 目 地 域 �

〈変更後〉�
実 施 場 所�

本荘保健センター�

矢島保健センター�
�
由利福祉保健センター

�
�
大内保健センター�
岩城保健センター�
西目保健センター�

地 域 区 分 �
本 荘 地 域 �
矢 島 地 域 �
鳥 海 地 域 �
由 利 地 域 �
東由利地域�
大 内 地 域 �
岩 城 地 域 �
西 目 地 域 �

�
　通常の診療時間に予防接種を
受けにくい方々を対象として、
土・日、平日の夜間などに、協
力医療機関での予防接種相談や
予防接種を実施します。�
　問い合わせ先　市健康管理課
　または各総合支所福祉保健課�

■３月１日(木)～７日(水)は�
　「子ども予防接種週間」�

２４平成１９年３月１日号　　広報ゆりほんじょう
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▽
公
営
住
宅
（
新
築
）

　

西
目
地
域
１
戸
（
浜
山
）
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▽
受
付
期
間　

３
月
６
日�
〜　

日�
２０

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先　

都
市

　

計
画
課
（�
　
　�
　
６
３
３
４
）
ま

２４

　

た
は
各
総
合
支
所
建
設
課

※
入
居
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
（
年
齢
に

と
ら
わ
れ
ず
自
ら
の
責
任
と
能
力
に

お
い
て
自
由
で
生
き
生
き
と
し
た
生

活
を
送
る
）
を
実
践
し
て
い
る
高
齢

者
の
事
例
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
対
象　

エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ

　

フ
の
実
践
者
や
、
積
極
的
な
社
会

　

参
加
活
動
を
行
っ
て
い
る
お
お
む
ね

　
　

歳
以
上
の
人
や
グ
ル
ー
プ
な
ど

６５
▽
推
薦
方
法　

右
記
の
活
動
を
行
っ

　

て
い
る
人
の
氏
名
ま
た
は
グ
ル
ー

　

プ
名
、
活
動
内
容
が
わ
か
る
も
の

　

を
市
長
寿
支
援
課
に
３
月　

日�
２３

　

ま
で
提
出
（
自
薦
推
薦
を
問
わ
ず
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
長
寿
支
援
課

　
　
（�
　
　�
　
６
３
２
２
）

２４

▽
所
在
地　

東
京
都
中
野
区
白
鷺
１

　
　�
　
７　�
　　

（
西
部
新
宿
線
鷺
宮
駅

１０

　

下
車
徒
歩　

分
、
中
央
線
阿
佐
ヶ

１０

　

谷
駅
下
車
バ
ス　

分
）

１０

▽
募
集
人
員　

男
子　

人
１０

▽
寮
費　

一
人
部
屋
＝
年
間　

万
円
、

４２

　

二
人
部
屋
＝
年
間　

万
円

２４

※
光
熱
水
費
、
食
費
は
別
途

▽
申
し
込
み
・
問
合
わ
せ
先　
�
由

　

利
学
生
東
京
寮
事
務
局
（
小
林
工

　

業
㈱
内
・
小
川�
　
　�
　
５
３
２
０
）

２２

　

ま
た
は
野
口（�
　
　�
　
４
５
０
３
）

２２

　
�
少
年
の
船
協
会
で
は
、
全
国
か

ら
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
過

去
に
本
県
か
ら
約
二
百
人
の
参
加
が

あ
り
ま
す
。

▽
研
修
先　

中
国
（
北
京
・
天
津
）

▽
研
修
期
間　

３
月　

日�
〜　

日

２３

２９

　
�
　

※
春
休
み
７
日
間

▽
募
集
人
員　

先
着　

人
３５０

▽
対
象　

小
学
校
４
年
〜
中
学
校
３

　

年
ま
で
の
男
女

▽
参
加
費　

７
万
８
千
円
（
神
戸
港

　

ま
で
は
実
費
、
他
に
若
干
の
別
途

　

負
担
あ
り
）

▽
申
込
期
限　

３
月　

日�
１０

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　
�
少
年
の
船
協
会
秋
田
県
支
部
・

　

池
田
さ
ん　
（�
　
　�
　
３
７
２
１
）

３３

　

現
在
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
「
口
座
振

込
通
知
書
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

４
月
よ
り
こ
の
方
法
に
替
え
、
通
帳

に
担
当
課
名
を
印
字
し
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
会
計
課
（�

　
　
　�
　
６
３
０
９
）

２４
▽
内
容　

矢
島
都
市
計
画
下
水
道

　
　
（
由
利
本
荘
市
公
共
下
水
道
（
矢

　

島
処
理
地
区
））
の
変
更

▽
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
上
下
水
道
課
（�
　
　�
　
６
３
３

２４

　

６
）、
矢
島
総
合
支
所
建
設
課
（�

　
　
　�
　
４
９
５
５
）

５５

　

ま
だ
請
求
さ
れ
て
な
い
方
々
に
総

理
大
臣
名
の
書
状
等
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。

▽
請
求
期
限　

３
月　

日�
３１

※
請
求
書
類
は
市
福
祉
支
援
課
お
よ

び
各
総
合
支
所
に
あ
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　
　

平
和
祈
念
事

（独）

　

業
特
別
基
金
（�
無
料
０
１
２
０

　
　�
　
２
３
４　�
　
９
３
３
）

▽
変
更
内
容　

郵
便
物
の
配
達
、
貯

　

金
保
険
の
集
金
な
ど

▽
変
更
地
域　

西
目
郵
便
局
担
当
地

　

区�
本
荘
郵
便
局
、
亀
田
郵
便
局

　

担
当
地
区�
岩
城
郵
便
局

※
西
目
・
亀
田
郵
便
局
で
は
、
窓
口

業
務
の
み
を
取
り
扱
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
郵
便
局

　
　
（�
　
　�
　
３
３
７
７
）、
西
目
郵
便

２２

　

局
（�
　
　�
　
２
０
２
５
）、
岩
城
郵

３３

　

便
局
（�
　
　�
　
２
１
０
５
）、
亀
田

７３

　

郵
便
局
（�
　
　�
　
２
３
６
０
）

７２

↓

↓

▽
予
約
受
付　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

※
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
除
く

▽
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
運
転

　

免
許
セ
ン
タ
ー
（�
０
１
８　�
　
８

　

６
２　�
　
７
５
７
０
）

エ
イ
ジ
レ
ス
・
ラ
イ
フ
実
践
者　　　

社
会
参
加
活
動
事
例
を
募
集
し
ま
す

第　

回
日
中
友
好
少
年
の
船

７５
参
加
者
を
募
集
し
ま
す　
　

　

由
利
学
生
東
京
寮　
　
　
　
　

（財）平
成　

年
度
寮
生
を
募
集
し
ま
す

１９

市
営
住
宅
（
新
築
）
の
入
居
者
募
集

３
月
５
日
か
ら　

西
目
地
区
・
亀
田
地
区

配
達
担
当
郵
便
局
が
変
更
に
な
り
ま
す　

３
月
１
日
か
ら
予
約
制
に　
　
　
　
　

免
許
セ
ン
タ
ー
の
大
型
免
許
技
能
試
験

市
か
ら
の
入
金　

お
知
ら
せ
方
法
が

変
わ
り
ま
す　
　

関
係
図
書
の
縦
覧
を
し
て
い
ま
す

恩
給
欠
格
者
・
引
揚
者
へ
の　
　

書
状
等
贈
呈
事
業
が
終
了
し
ま
す

▽分譲地名　弁天前分譲地（西目地域）　

▽所在地　西目町沼田字弁天前地内

▽区画数　４　　 ▽面積　２４８．１７～２５５．１４㎡

▽１�単価　１８，５００円～１８，９００円

▽選考基準　住宅建築時期の早い申請者優先
※建築および居住条件があります。

▽申込期間　３月５日�～３月９日�

▽申し込み・問い合わせ先　
　　西目総合支所振興課（�３３－４６１０）

の宅地を分譲します市

の物件も好評分譲中です次
問い合わせ先

（市管財課�２４－６２６２）区間数１�単価
（円）面　積（�）名　　　　称地　域

矢島総合支所
（�５５－４９５１）

４１３，０３０３３０．４６～３９８．６１栩 木 田 分 譲 宅 地
矢　島

１　９，３９３４４１．８８ほたるの里分譲宅地
岩城総合支所
（�７３－２０１１）

５　９，０９０３４１．１９～４２９．７３富 田 根 本 団 地
岩　城

２１０，６００２１３．００、２２９．１１鶴潟夕陽ヶ丘団地
由利総合支所（�５３－２１１２）４１０，２１２３３８．８０～４３１．６１寺 田 分 譲 地由　利
東由利総合支所（�６９－２１１０）１２１２，１２２３３３．７６～４９７．４９サンガーデン大琴東由利
西目総合支所（�３３－４６１０）１９１９，７００３４５．５１～３５０．２６潮騒の丘ニュータウン西　目

鳥海総合支所
（�５７－２２０１）

２５７，０００～８，０００２５８．３５～４２８．０９鶴 ヶ 平 分 譲 地
鳥　海

２　７，０００３３０．６０、３３０．６３下 野 分 譲 地

新築もしくは全面的に改築される方
に秋田スギ内装材プレゼント！

▽提供戸数　１戸あたり上限２１６，０００円（税込み）相当分を５０戸

▽申し込み期限　３月１９日�

▽例

現在の通帳印字

ユリホンジョウシ ｼﾞｮ ヤク

４月以降の通帳印字

ユリホンジョウシカイケイカ

ユリホンジョウシヤシマシンコウカ

ユリホンジョウシトウコウエン

↓

２６平成１９年３月１日号　　広報ゆりほんじょう

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
予
約

▽
と
き　

３
月
２
日�
、
９
日�
、

　
　

日�
、　

日�
、　

日�

１６

２３

３０

　

午
後
１
時
〜
５
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

▽
内
容　

生
活
環
境
問
題
、
家
庭
問

　

題
な
ど

▽
と
き　

３
月　

日�
　

午
前　

時

１４

１０

　

〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
附
属
会
館
３
号
室

▽
と
き　

水
曜
日
以
外
の
毎
日

▽
と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
相
談
室

※
右
記
日
時
以
外
の
相
談
に
つ
い
て

は
、
各
総
合
支
所
市
民
課
、
市
民
相

談
室
の
職
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

▽
各
種
無
料
相
談
の
申
し
込
み
・
問

　

い
合
わ
せ
先　

市
民
相
談
室
（�

　
　
　�
　
６
２
５
１
）

２４
▽
と
き　

３
月　

日�
　

午
前　

時
〜

１０

１０

　

午
後
３
時

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館
３
階

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
本
荘
支
所

　
　
（�
　
　�
　
３
６
３
４
）

２４

▽
と
き　

３
月
４
日�
　

正
午
〜
午

　

後
５
時

▽
と
こ
ろ　

鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー
場

▽
内
容　

さ
ぬ
き
う
ど
ん
早
食
い
大

　

会
、
親
子
ｏ
ｒ
ペ
ア
ソ
リ
大
会
、

　

ク
ロ
ス
ウ
エ
ー
ブ
大
会
、
雪
上

　

ゴ
ー
カ
ー
ト
タ
イ
ム
レ
ー
ス
、
お

　

楽
し
み
雪
だ
ま
ピ
タ
リ
ゲ
ー
ム

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

矢
島
総
合
支
所
産
業
課
（�
　
　�
　
５５

　

４
９
５
３
）、
矢
島
ス
キ
ー
場
リ

　

フ
ト
券
売
場
（�
　
　�
　
２
１
８
２
）

５６

▽
と
き　

３
月　

日�
　

午
前　

時
〜

２２

１０

▽
と
こ
ろ　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

▽
対
象　

市
在
住
の　

歳
以
上
の
人

５８

▽
年
会
費　

３
千
円

▽
問
い
合
わ
せ
先　
�
由
利
本
荘
市

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　
　
（�
　
　�
　
５
１
１
１
）

２４

※
登
録
の
際
、
秋
田
銀
行
・
郵
便
局
・

秋
田
し
ん
せ
い
の
い
ず
れ
か
の
通
帳

の
口
座
番
号
が
必
要
で
す
。

　

介
護
の
実
技
や
認
知
症
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。

▽
と
き　

３
月　

日�
　

午
後
１
時

２６

　
　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

▽
と
こ
ろ　

鶴
舞
会
館
２
階

▽
対
象　

ど
な
た
で
も　

※
参
加
無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先　

市
社
会
福
祉
協
議

　

会
本
荘
支
所（�
　
　�
　
２
９
１
１
）

２４

　
�
本
荘
法
人
会
の
青

年
部
会
（
佐
藤
秀
典
部
会

長
）
は
、
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
、
次
世
代
を
担
う
中

学
生
に
環
境
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら

い
た
い
と
、
市
内　

中
学
校
に
環
境

１１

図
書
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
登
録
説
明
会　
　
　

市
の
各
種
無
料
相
談　
　

市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

暮らしのお知らせ

行
政
・
人
権
市
民
相
談

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

鳥
海
高
原
矢
島
ス
キ
ー
場

ス
ノ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ご
参
加
く
だ
さ
い
「
家
族
介
護
教
室
」

臨時・嘱託・非常勤職員を募集します
　募集に関しての概要をお知らせします。詳細は、ハローワーク本荘に備え付けの「募集要項」でご確認ください。

アクアパル施設管理員
（市臨時職員）

公園施設管理員
（市臨時職員）

学校事務非常勤職員
（県非常勤職員）

学校給食調理員
（市嘱託職員）

学 校 校 務 員
（市嘱託職員）

看 護 師
（市臨時職員）

職 種
（ 身 分 ）

１　人２　人３　人２　人１～２人１　人募 集 人 員

年　齢　不　問
看護師資格または准
看護師資格を有する
もの、年齢不問

応募資格等

アクアパルの施設
管理と環境整備

本荘由利総合運動公園お
よび本荘地域体育施設の
保守維持管理と環境整備

学校事務全般学校での給食調理学校内の印刷用務等
老人介護施設での
看護業務

主な勤務内容

ボートプラザ
ア　ク　ア　パ　ル

本　荘　由　利
総合運動公園

本荘地域大内地域本荘地域
特別養護老人ホーム
「鳥寿苑」

勤 務 地 等

週５日勤務（４０時間）週５日勤務（３０時間）週５日勤務（４０時間）勤務時間等

募集要項に記載
平成１９年４月から１年間雇 用 期 間

３月１３日�までの午前８時３０分～午後５時１５分　※土・日を除く受 付 期 間

ハローワーク本荘で発行する紹介状とともに、指定の履歴書を提出してください（看護師は市販の履歴書で結構です）。応 募 方 法

ボートプラザアクアパル
（�２２－５６１１）

スポーツ振興課
（�２４－６２８７）

教育総務課（�２４－６２８０）
鳥海総合支所振興課
（�５７－２２０１）

申し込み・
問い合わせ先

面接試験による選考（期日等詳細は募集要項に記載）書類選考選 考 方 法

※上記職種に重複しての応募は出来ません。注 意 事 項

▽申し込み・問い合わせ先　あきた県産材利用センター（秋田市東通２丁目７－３５　�０１８－８３７－８０９５）
※予定戸数を超えた場合は公開抽選会で決定します。



２９ Ｙｕｒｉｈｏｎｊｏ　ｃｉｔｙ　ｐｕｂｌｉｃ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓ．２００７

地域情報コーナー

総
合
体
育
館
休
館
日�

春
分
の
日�

ア
ク
ア
パ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
登
録
講
習
会
　
登
録
料
あ
り�

　
時
〜
　
時
　
分�

14

15

30

ア�

映
画
上
映
「
大
奥
」 
入
場
料
あ
り
　
①
　
時
　
分
〜
、�

②
　
時
　
分
〜�

14

40

18

40

ア�

映
画
上
映
「
夏
物
語
」 

入
場
料
あ
り
　
①
　
時
〜
、�

②
　
時
　
分
〜
、
③
　
時
〜
、
④
　
時
　
分
〜�

11

30

16

18

30

13

ア�

由
利
本
荘
市
小
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
会�

８
時
〜
　
時�

21

総�

文�

第
８
回
ゆ
り
カ
ッ
プ
東
北
選
抜
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会�

８
時
〜
　
時
（
〜
　
日
）�

第
　
回
三
道
教
室
「
書
の
作
品
展
」(

〜
　
日
）�

21

25

17

25

総�

ダ
ン
ス
プ
ラ
ザ
タ
ケ
ウ
チ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
　
会
費
あ
り�

　
時
　
分
〜
　
時�

本
荘
由
利
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
　
８
時
〜
　
時�

13

30

16

19

ア�

総�

■３月の健康相談△

内　容　血圧測定、生活習慣病予防、その他△

時　間　午前９時３０分～１１時３０分

■湯ったりほのぼの教室
※どなたでも、お気軽においでください。△

と　き　３月２０日�△

ところ　鶴舞温泉　中広間△

内　容　健康相談（午前９時～１１時３０分）、ストレッチ、
　　筋力アップ体操（午前１０時～１１時）△

参加料　無料
■人間ドック事後教室ご案内
　今年度、市の人間ドックを受けた方を対象にして、皆
さんの健康維持・増進に役立つことが出来るように健康
相談を下記の日程で開催します。個別の健康相談や栄養
相談の他に軽体操も行います。ぜひ、いらしてください。△

と　き　３月９日�　午前９時～１１時△

ところ　本荘保健センター (鶴舞会館隣 )△

持ち物　人間ドックの検診結果△

問い合わせ先　本荘保健センター（�２２－１８３４）

矢 島 地 域矢 島 地 域

■公共施設休館日（３月上旬）

▽青少年ホーム　日曜・祝日の夜間（午後５時～）

▽寿康苑　４日�・１２日�
■第１２回春の民謡唄い初め
　本荘久謡会の皆様による春の民謡唄い初めがあります。
お誘い合わせの上、おいでください。

▽と　き　３月１１日�　午後１時開演

▽ところ　寿康苑大広間　　

▽特別出演　千葉美子先生
■健康相談

▽と　き　３月１６日�　 午前９時３０分～１１時
※上原方面の送迎の日です

▽ところ　寿康苑大広間

■フィットネスジム登録講習会△

と　き　３月７日�　午後６時３０分、
　　　　　３月２５日�　午後２時△

ところ　アクアパル　　△

定　員　２５人（先着順）△

年会費　一般３，１５０円、学生１，５７５円（ともに税込み）
※事前に電話等でアクアパルへ申し込みください。
■フリーマーケット「水辺のまち市場」△

と　き　３月１１日�　午前９時～正午△

ところ　アクアパル（屋内１５区画・１区画＝約１坪）△

内　容　不用になった日用雑貨・衣類・書籍等△

出店料　無料　　△

申込期限　３月８日�

アクアパル　�２２－５６１１健康管理課（本荘保健センター）　�２４－１８３４

生涯学習課　�５６－２２０３

本 荘 地 域本 荘 地 域

寿康苑　�５６－２９４０

場　　　　　所日

松ケ崎基幹集落センター１５日�

小友公民館２２日�

南内越公民館２６日�

子吉公民館２７日�

石沢生活改善センター・北内越公民館２９日�

２８平成１９年３月１日号　　広報ゆりほんじょう

地域情報コーナー

■西目保健センターの開放日（３月）
　子育てをしているお母さんと赤ちゃんが、ゆっくりと
した広いスペースで思いっきり親子のふれあいが持てる
ように、西目保健センターの集団指導室を開放していま
す（楽しい遊具も準備しています）。

▽開放日　２日�、５日�、７日�、１２日�、１４日�、
　　１９日�、２３日�、２８日�、３０日�

▽時　間　１日（午前１０時～午後３時）
■親子のスキンシップ教室

▽とき・ところ　３月２７日�　午前１０時～　西目保健センター

▽対　象　２ヵ月児からの親子
■かしわ温泉健康相談

▽とき・ところ　３月２９日�　午前１０時～　かしわ温泉 東由利地域東由利地域

■市文化施設５館で展示中のお雛さまを巡る
　　「由利本荘 ひな街道」東由利出発バスツアーのご案内

▽と　き　３月１３日�　午前８時３０分まで東由利総合支
　　所集合　８時４０分出発～本荘経由～矢島郷土文化伝
　　習施設～本荘郷土資料館～昼食（本荘グランドホテ
　　ル）～出羽伝承館～亀田城～岩城資料館～東由利総
　　合支所１６時３０分着・解散

▽ガイド　本荘郷土資料館　石川恵美子学芸員

▽参加費　２，０００円
　　　（入館料 ･昼食代 ･資料代含む）

▽定　員　先着３０人

▽申込締切　３月９日�まで
　　　（定員になり次第締切）

▽申し込み・問い合わせ先　
　　東由利生涯学習課（�６９
　　－２３１０） 

■シーガルセミナー受講者募集
　　「裁判員制度をご存知ですか？」 
　平成２１年までに始まる裁判員制度について、制度をわ
かりやすく説明したドラマ（ＤＶＤ）を鑑賞後、制度に
ついての講話で理解を深めます。 

▽と　き　３月９日�　午前１０時～正午

▽ところ　西目公民館シーガル

▽講　師　秋田地方検察庁　田中牧子氏 
※どなたでも参加できます。準備の都合上シーガルまで
　お申し込み下さい。（�３３－２３１５） 

生涯学習課　�３３－２３１５
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福祉保健課　�３３－４６２０

■「高嶺大学修了式」のお知らせ

▽と　き　３月１５日�　午前１０時～１１時３０分

▽ところ　善隣館「ホール」

▽問い合わせ先　由利公民館（�５３－２２４５）

大 内 地 域大 内 地 域

■長坂稲荷神社梵天まつり開催
　大内地域で約２００年前から伝わり、五穀豊穣、家内安全、
商売繁盛などを祈念する梵天まつりにおいでください。

▽と　き　３月１１日�
　　午前８時３０分梵天コンクール、８時５０分奉納合戦

▽ところ　長坂稲荷神社

生涯学習課　�５３－２２４５

産　業　課　�６５－２２１６

生涯学習課　�６９－２３１０

西 目 地 域西 目 地 域
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　　「おくやみ」「お誕生」欄に掲載を希望される方は、市民生活課
または各総合支所市民課、出張所窓口にお申し出ください。

佐々木　 渉 　 瑛 ちゃん（正史さん）一番堰
しょう えい

太　田　 彩 　 華 ちゃん（遵悦さん）川口
さや か

大　滝　 夏 　 妃 ちゃん（奈緒子さん）石脇
なつ き

五十嵐　 雪 　 菜 ちゃん（孝博さん）赤沼町
ゆき な

佐　藤　は　なちゃん（　東　さん）三条
今　野　　　 湊 ちゃん（　悟　さん）石脇

そう

眞　坂　 美 　 羽 ちゃん（宏英さん）石脇　
み わ

小野寺　　　 櫂 ちゃん（正樹さん）一番堰
かい

斉　藤　 絢 　 乃 ちゃん（　修　さん）御門
あや の

佐々木　 瞭 　 和 ちゃん（和宏さん）東梵天
りょう わ

工　藤　 叶 　 多 ちゃん（英生さん）岩渕下
かな た

阪　田　 悠 　 翼 ちゃん（謙二さん）田町
ゆう すけ

佐々木　あみりちゃん（真人さん）東梵天
石　田　　　 蓮 ちゃん（雅之さん）石脇

れん

高　橋　　　 佑 ちゃん（浩二さん）矢島町七日町
ゆう

�　野　 槇 　 輝 ちゃん（隆弘さん）岩城内道川
ま き

真　坂　 奈 　 穂 ちゃん（公平さん）中俣
な ほ

坂　入　　　 遥 ちゃん（守道さん）岩谷町
はるか

伊　藤　 悠 　 真 ちゃん（直勝さん）中田代
ゆう ま

佐々木　 恵  莉  加 ちゃん（良春さん）高尾
え り か

今　野　 将 　 吾 ちゃん（和人さん）東由利老方
しょう ご

佐々木　 聖 　 也 ちゃん（勝也さん）西目町海士剥
せい や

（　）は保護者

〈２月１日～１５日受付分〉

おくやみ申し上げます
〈２月１日～１５日受付分〉

小松悌之助氏（旧東由利町議会議員・東由
利老方）は、２月１１日永眠されました。氏
は、昭和５５年町議会議員に当選され、平成
１２年まで通算１６年余りにわたり町政の円滑
な運営に努められたほか、東由利町商工会
副会長などを歴任され、地域の商工業発展
に貢献されました。平成１２年東由利町自治
功労顕彰。６４歳

大　井　敬　次さん（７４歳）西梵天
工　藤　昭　子さん（７１歳）荒町
鈴　木　晃　一さん（７４歳）砂糖畑
堺　谷　妙　子さん（７９歳）石脇
小　松　キエノさん（８２歳）柳生
畠　山　力　彌さん（６９歳）東梵天
佐々木　文　子さん（８５歳）裏尾崎町
渡　部　松太郎さん（９４歳）赤沼下
佐　藤　清　志さん（６４歳）中梵天
打　矢　久　雄さん（７１歳）石脇
春日井　ヒ　サさん（８７歳）裏尾崎町
仁　部　英　夫さん（７４歳）芦川
小　松　ツタヨさん（８９歳）雪車町
�　野　正　美さん（７４歳）薬師堂
大　場　ヨ　シさん（８８歳）柳生
鈴　木　満　夫さん（５７歳）石脇
木　嶋　　　基さん（７６歳）中梵天
戸　田　藤　子さん（７９歳）中梵天
佐　藤　ハチヱさん（８９歳）石脇
�　松　立　子さん（７７歳）薬師堂
佐　藤　ハ　ナさん（９１歳）日役町
佐々木　忠　司さん（７６歳）石脇
�　橋　太　一さん（６６歳）谷山小路
佐々木　金四郎さん（８０歳）西梵天
佐　藤　六　助さん（６２歳）東梵天
池　田　チ　ヨさん（８８歳）大浦
三　舩　オサメさん（９２歳）矢島町元町
小　番　成　子さん（７１歳）矢島町元町
�　野　榮　子さん（７７歳）岩城二古
齋　藤　政　治さん（８８歳）岩城勝手
斎　藤　昭　子さん（６６歳）岩城富田
三　浦　トクヨさん（８７歳）大水口
小笠�　明　雄さん（７３歳）北福田
東海林　定　二さん（５１歳）葛岡
奥　山　ミヨノさん（７７歳）新沢
�　野　正　二さん（７５歳）中田代
鈴　木　サタヨさん（８６歳）滝
柿　崎　ナ　ツさん（９２歳）東由利老方
長谷山　長　一さん（９０歳）東由利田代
佐　藤　禎　造さん（８２歳）鳥海町下直根
村　山　正　悦さん（８５歳）鳥海町中直根
佐　藤　タ　マさん（８３歳）鳥海町下直根
�　橋　ツ　ヤさん（９０歳）鳥海町生出谷地

▽と　き　３月１０日�　午後１時～３時

▽ところ　岩城会館

▽内　容
　　対話劇「俺のめしは？」
　　出演　由利地域男女共同参画押し掛
　　　　　け対話劇キャラバン隊
　　ズンドコ体操（健康体操）
　　指導　岩城「やさしいダンスサーク
　　　　　ル」
　　講演　「男女共同参画は地域づくり」
　　講師　佐々木尚毅氏（群馬県立女子
　　　　　大学助教授）

▽対　象　市民

▽託　児　有り（事前に申し込みが必要）
　　市共同参画交流課（�２４－６２３５）

▽申し込み・問い合わせ先
　　県中央男女共同参画センター
　　　（�０１８－８３６－７８５３）、または市共
　　同参画交流課（�２４－６２３５）

■県立大学記念講演会
　３月８日�に退官される機
械知能システム学科　加藤正
名教授、日置進教授の記念講
演会が開催されます。

▽と　き　３月８日�
　　午前１０時３０分～正午
　　　（日置教授）、　
　　午後１時３０分～３時
　　　（加藤教授）

▽ところ　県立大学本荘キャ
　　ンパス　大講義室（Ｋ２０５）

▽内　容　研究開発とＡｓｐｉｒ
　　ａｔｉｏｎ（日置教授）、２０世
　　紀人から２１世紀の若者へ
　　　（加藤教授）

▽お問い合わせ　機械知能シ
　　ステム学科　長南征二
　　ｓｃｈｏｎａｎ＠ａｋｉｔａ-ｐｕ．ａ
　　ｃ．ｊｐ
　　　（�２７－２１１３）

楽しく創ろう楽しく創ろう！！みんなのまちみんなのまち
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　國松テルさん（明治
４０年２月２３日生まれ、
後町）に、市から賀詞
と長寿祝金が贈呈され
ました。
　これからもお元気で
お過ごしください。
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※４月１日号へ掲載希望の原稿は３月
　１５日（木）が締めきりです。

■第４回ピアノを弾けるようになる会発表会

▽とき…３月４日�　午後１時開演

▽ところ…アクアパル多目的ホール

▽特別出演…琴演奏　齋藤玖賀氏、齋藤結子氏

▽お問い合わせ…伊藤さん（�２３－１７６８）
■ひなた参加者募集
　ひきこもり等の生きづらさを感じている若者
たちのつどいです。

▽とき…３月６日�、２０日�、３１日�　午後１時
　　３０分～４時３０分

▽ところ…本荘勤労青少年ホーム和室

▽お問い合わせ…三浦さん（�２３－２１９２）
■お気軽ダンスパーティー

▽とき…３月１８日�　午後１時３０分～４時

▽ところ…アクアパル多目的ホール

▽会費…１，５００円（前売り・予約には抽選券付き）

▽お問い合わせ…竹内さん（�０９０－３３６３－９２６３）
■第３回由利本荘市社会人フットサル大会
　参加チーム募集
　チーム編成は企業、サークルなど自由となって
いますのでぜひ参加ください。（社会人リーグ戦に
参加したチームの場合は、２チームまで参加可）

▽とき…３月１１日�　午前８時３０分～
▽ところ…市総合体育館　　 ▽参加料…３，０００円

※各チームに審判割り当てがありますので審判
　２人は必ず帯同してください。

▽参加申し込み…３月７日�まで市サッカー協
　　会事務局齊藤（�２４－４５５５・ＦＡＸ２４－
　　４５６５）まで申し込みください。

▽抽選会…とき・ところ　
　　３月８日�　午後６時３０分　
　　本荘勤労青少年ホーム
　　　参加料を持参の上必ず代表者１人の出席
　　をお願いします。

■第３回天鷺城将棋フェスタＩＮ岩城

▽とき…３月２１日�　午前９時受付、１０時対局

▽ところ…天鷺城天守閣２階大広間ほか

▽参加料…一般１，５００円、中学生以下８００円　
※各昼食、参加賞付き

▽申し込み…３月９日�まで天鷺村へＦＡＸ・
　　郵送で申し込みください。
※当日大会会場でも受付可。
　　〒０１８－１２１７　由利本荘市岩城亀田亀田町字
　　亀田町９２－２　史跡保存伝承の里㈱天鷺村
　　　（ＦＡＸ７４－２５２６）

▽お問い合わせ先…日本将棋連盟本荘支部・鈴
　　木さん（�２４－２０３０）
■第１４回弥生チャリティー茶会・バザー

▽とき…３月２５日�　午前１０時～３時

▽ところ…鶴舞会館

▽茶券代…１，０００円（当日券もあります）
※地元物産品即売もいたします。

▽お問い合わせ…江幡さん（�２２－１５５７）
■第１８回９人制家庭婦人バレーボール大会

▽とき…４月１日�　午前９時開会式

▽ところ…本荘勤労青少年ホーム

▽参加費…１人２５０円

▽申し込み・問い合わせ…３月２９日�まで岸田
　　さん（�２３－２２０３）
■いっしょにあそぼ会員募集
　子育て中の保護者、子ども、サポーターが月
１回集まり、豆まきやおひなさまの行事を楽し
んだり物作りやごっこ遊びなどを行います。
（例：３月２７日　買い物ごっこ）

▽ところ…鶴舞会館（時間は午前１０時～）

▽お問い合わせ…子育てサポートグループ「ま
　　んま」東海林さん（�２４－０７４９）

　加入手続きが始まり
ます。

▽対象農業者
 　　　「意欲と能力の
　　ある担い手」
　　認定農業者（４ｈａ
　　以上）、特定農業団
　　体等（２０ｈａ以上）
※経営規模要件には、
中山間地域の地域特例
や所得水準の所得特例
などがありますので、
関係機関にご相談くだ
さい。

▽対象農産物
　　生産条件不利補正
　　対策（麦・大豆）
　　収入減少影響緩和
　　対策（米・麦・大
　　豆）

▽加入手続き
　　米・大豆作付者（平
　　成１９年４月１日～
　　６月３０日）　
※詳細は、秋田農政事
務所にお問い合わせく
ださい。
農政推進課（�０１８－
８６２－５７２０）、計画課（�
０１８－８６２－５６１２）

品目横断的経営安定対策


